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釧路あすなろクラブ創立40周年記念



～ 相 田 は 柏 に ～

釧 路 あ す な ろ ク ラ ブ



諸兄の情熱に拍手を//

釧路あすなろクラブ会長 畑 稔

光陰矢のごとしと申しますが､私の本会在籍 も､早21年 となりました｡入会当初は､本会の真意

も理解できずに､不満の多い一会員でしたが､会員の皆さんとの交流の中で初めて ｢自分の常識は､

他人の常識 とは違う｣ と言う事を実感 し､いろいろな人達 と接 して､初めて自分の人生観の狭さを

思い知らされました｡

当クラブは平成 4年頃より､特別会員の定年問題 ･会員の見直 し ･クリスマス例会の廃止等､本

会の歴史の中でも激動の10年間でなかったかと思われます｡又､本会の最後のチャーターメンバー

であった今田会員が退会され､本会も新時代に突入したと感 じます｡

この激動の中､当時の執行部の皆様の決断に敬意を表 します と共に､これからも､この決断は､

継続 しなければ､釧路あすなろクラブの未来は確立できないと思います｡

40期の会長として､会員皆様の御協力を賜 り一致団結 し､釧路あすなろクラブの信条の基 ｢郷土

を愛 し･仕事に徹 し･人と和す｣に徹 して役務を全うして行きたいと思ってお ります｡

2002年の本年は､皆様 も周知の通 り太平洋炭砿の閉山 ･昨年の､スーパーまつだの閉店 ･長崎屋

の撤退 ･経済水域200海里の現実に於ける水産業界の衰退 ･製紙工場のリス トラと､一次産業の衰退

に伴 う二次産業の衰退､これらの産業に少なからず関与する我々会員の影響は､皆様 も関係が有る

物と思います｡

人は､産声を揚げて誕生するが､人生百年たらずです｡会社 も､生まれる時は商売のターゲット

が有 り維持するが､そのターゲットが変化するのに追従 している時代は､何 とか維持できるが､変

化に対応出来なければ末路 となる｡ それでも良しとする考えも有るが､従業員 ･及び家族等の事を

思えば自己主義ではいけないと思います｡

私は､企業は継続する事が､一番に必要な責任だと思ってお り､継続 とは生 き残る企業の生存競

争に勝つ事です｡その年が本年です､そこで今年のクラブのテーマを ｢剖目 (かっもく)｣とし､会

員同士一丸となり､今までの常識を振 り捨てて改めて自分を見つめ直 し､今後の会社の経営計画に

生かして生き残 りを模索 しようではありませんか｡

最後に､この40周年を期に､私は特に本音で話 し合えるあすなろクラブにしたいと思ってお りま

すので､皆様の忌博のないご意見 ･会話を期待 してお ります｡

40年の経緯を継承 していく上で､時代に即応できるよう対応を敏速に行動するのが､使命 と考え

ております｡

皆様のご協力を､お願いし40周年の挨拶 と致 します｡
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祝 釧 路 あすなろクラブ
創立40周年

釧路市長 綿 貫 健 輔

｢釧路あすなろクラブ｣が創立40周年を迎えられましたこと､心よりお祝い申し上げま

す｡

昭和37年 2月､中小企業の第一線で活躍されていた19名の皆様により､会員相互の交流

と経営並びに販売技術の向上を期するための情報交換､研修の実施を目的に発足 し､本年､

創立40周年という一つの節目を迎えられ､会員皆様のご感慨 もことのうえ深いものがある

と思います｡

これまで､歴代の会長さんをはじめ､各役員 ･会員の皆様が､｢郷土を愛 し､仕事に徹

し､人と和す｣の信条を生かし､地域において多大な貢献 と功績を残されてまいりました

ことに､心より深甚なる敬意を表する次第であります｡

現在､51名の会員皆様が､職域そして地域社会に､その活動を広げられ､毎月の例会に

おいては､地元のみならず､幅広 く様々なジャンルについての研修事業に取 り組まれ､情

報の収集や自己研鐙に努められてお りますことに､尊敬の念を覚えるものであります｡

本年釧路市は､大正11年の市制施行から80年の節目を迎える年となりますが､永 らく地

域経済の発展を牽引してきた太平洋炭砿が創業以来80有余年に幕を閉じ､北海道教育大学

釧路校の再編問題､外来大型店の閉店など､地元経済､雇用問題等の大きな課題が山積 し

ている状況にあり､また､近隣町村 との合併に向けての新 しい動きが巻き起こり､釧路再

生へ向けた確実な一歩を刻む重要な年であると考えてお ります｡

釧路市がどのように今を生 き､そして確固たる将来展望を措いていくため､市民 も､企

業も､行政も一致協力 して､地域の新 しい活路を生み出す知恵を出し合い､この危機を克

服 していく行動が､これまで以上に必要な時となってまいりました｡

｢釧路あすなろクラブ｣におかれましては､今後 とも創立当時の精神を生かし､異業種

交流の拡大と活動を通 じ､産業をはじめ､生活環境､福祉､教育など社会のあらゆる分野

において､一人ひとりの創造性や先見性が発揮されることをご期待申し上げ､貴会の益々

のご発展と会員皆様のご健勝､ご活躍を祈念いたしましてお祝いの言葉といたします｡
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先駆者として
一層の活躍 を

釧路商工会議所

会 頭 両 角 靖

釧路あすなろクラブが創立40周年を迎えられましたことを心よりお慶び申し上げます｡

貴クラブは釧路地域における異業種交流団体の草分けとして､昭和37年 2月に会員19名

で設立されて以来､経済研修など幅広い活動を通 じて､その使命を着実に果たされ､今 日

まで発展を遂げられて参 りました｡

変化の激 しい時代にあって､幾多の困難を乗 り越えなが ら研鐙を重ねられ､40年 という

永 さにわたり活動を続けられてきたことは誠に意義深 く､高 く評価 されるべ きものと存 じ

ます｡

また､役員はじめ会員の皆様は日々経済活動の第一線に立たれ､日常業務に多忙 を極め

ながらも､｢郷土を愛 し､仕事に徹 し､人 と和す｣ を信条 とし､限 りない情熱 と固い結束

をもってクラブ運営を支えられてお り､その活動を通 じて地域社会の発展に多大なる貢献

をされておりますことに深甚なる敬意と感謝の念を表 します｡

昨今は､地方に対する逆風が吹 き荒れてお り､私共を取 り巻 く経済環境には極めて厳 し

いものがございます｡

これまでの概念が通用 しない時代 を迎え､これまで以上にチャレンジする姿勢が求めら

れてお りますが､釧路においても改めて地域の経営資源を見直 しながら､新たな産業活動

をリー ドする街づ くりを推進するとともに､釧路管内はもとより根室圏､北網圏などとも

広 く連携 し､地域の活力をより豊かなものとして行かなければなりません｡

まさに､皆様が目指 されているように､強いリーダーシップとあらゆる垣根を越えたパ

ー トナーシップにより､地域社会を創造 して行かなければならない時代を迎えてお ります

が､貴クラブにおかれましては､釧路における異業種交流の先駆者 として､これからの地

域づ くりにご尽力いただけるものと大いに期待いたしてお ります｡

結びに､釧路あすなろクラブの今後益々のご発展 と会員企業のご繁栄を心より祈念申し

上げ､お祝いの言葉といたします｡
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価値ある40年に期待

釧路新聞社社長 平 川 剛

釧路あすなろクラブの創立40周年を心よりお慶び申しあげます｡

かつてない経済環境の厳 しい時代を迎えていますが､こういう時代だからこそ危機感か

らか異業種交流が盛んで､会員の多少はあっても組織の数はふえていると聞いてお ります｡

しかし､その異業種交流の組織の中にあって貴クラブは草分け的な存在であります｡

昭和37年 2月､19名の会員で設立されていますが､当時としてはまさに画期的な発想の

転換のもとでの旗上げであったろうと推察するしだいです｡

私 も昭和41年頃に入会させていただいたことがありますが､釧路の中小企業の第一線で

活躍されている方々が､その業種､業態を越えて､互いの失敗､成功談を語 り合 う中で､

色々な情報を交換 し､自らも研鐙に励んで､各自の業界で送 しく生 き残ってきた姿を見る

につけ深い敬意を表するしだいです｡

ミあすなろミは ミあすは櫓になろうミの意です｡まさに明日は業界のリーダーとして活

躍 しようとの志を抱いた有志の集まりでもあったことでしょう｡

今､釧路の経済界は未曾有のピンチに立たされています｡基幹産業は､水産の漁獲量の

激減に加え､太平洋炭砿が81年の歴史に幕を閉じ､関連企業を含め失業者1,000の発生は

不可避の状態にあ り､また､商業界にあっては中心部の大型店が撤退 してしまいます｡

さらに北海道教育大学釧路校の存廃問題が発生 して､まさに市勢の根幹をゆるがす難問が

続出し､釧路の経済は果たしてどうなっていくのか､市民 も不安な毎 日を送っているのが

現実です｡

ミ郷土を愛 し､仕事に徹 し､人と和すモという貴クラブの信条をみる時､釧路新聞が郷土

紙 として何 ものにもまして郷土を愛する心 と軌を一にするものです｡今こそ ミ郷土ありて

我ありモの強い精神で前進 してこそこの荒波を乗 り越えていけるものと確信 してお ります｡

そして中小企業の第一線で活躍されている貴クラブの会員の皆様が､この40年間の歴史

の中で培ってこられた知恵を大いに生か し､情熱をもって果敢に逆境に挑む時､さらなる新

しいエネルギーが生まれ､釧路活性化の原動力となることを期待するものでもあります｡

ミ異業モは ミ異形モにあらず､いまや ミ偉業モを成 し遂げつつある貴 クラブの今後､

益々のご活躍を祈念 し､お祝いのことばといたします｡
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今こそ底力を出そう /

40周年記念実行委員 長 伊 東 良 孝

釧路あすなろクラブが釧路地域の ｢営業の第一線で活躍する経済人｣の経済研修団体と

して､昭和37年に創立されて以来､40年という歳月が流れました｡

今回､この40周年記念式典の実行委員長をお引き受けする事になりましたが､歴代の会

長さんや多 くの関係者の皆様のご協力を得て､この40周年記念誌の発行を始め､記念事業

や式典､祝賀会を行うことが出来ました事を､心より感謝 し厚 く御礼申し上げます｡

私のクラブ入会は昭和55年 7月ですが､翌年から20周年記念誌の編集に入 り､昭和57年

2月21日に当時､私が勤務 していました釧路パシフィックホテルで20周年記念式典が行わ

れました｡

また､更には10年後の平成 4年 2月15日､第18代会長の時､30周年記念式典に臨ませて

いただきました｡

そして奇 しくも今回は40周年の実行委員長 と言うことで､節目節目に大きな関わりを持

たせていただき､これまでの釧路あすなろクラブにおける研修や会員 との交流が､私の30

代から40代､50代にかけての掛け替えのない貴重な財産となっている事を改めて痛感させ

られ､皆様に心より感謝 しております｡

さて､釧路あすなろクラブが異業種交流と言う言葉もなかった時代から､ 1業種 1社を

原則に50-60名の会員を擁 し､毎月 1回の研修会を営々として40年間も続けてきましたこ

とは､一般的に見ますと驚異的な事でありましょう｡

20周年の時､当時の釧路商工会議所の渡辺源司会頭は祝辞の中で ｢20周年を迎えたと聞

いて､いささか感慨を深 くした｡このような同志的結合を持った少壮実業家の集まりが20

年 も倦むことなく､前進を続けている例は珍 しい｡｣ と述べ られ､30周年の時は釧路新聞

の 1面に ｢よくぞ続いた30年｣ と言う大見出しで特集記事が出たほど､このような会が何

十年も続 くというのは難 しいことなのかも知れません｡

それだけにこの40年は､歴代の役員の並々ならぬクラブ運営への努力 と会員を推持する

アイディアや事業計画など､会員の熱意で築き上げてきた金字塔であります｡

現在､釧路地方は ｢太平洋炭砿の閉山問題｣｢教育大学釧路校の再編 ･統合問題｣｢水産

水揚げの13万 トン割れ｣などかつてない厳 しい経済環境にあ り､今こそ地元経済人の底力

と奮起が期待されている時であります｡

釧路あすなろクラブもこの40周年を期に更に大きく飛躍 し､釧路市経済の発展を担う存

在感のある団体として､大いに底力を発揮 し､活動 してゆこうではありませんか｡

会員各位の益々のご隆盛とご健勝を心よりご祈念申し上げご挨拶 と致 します｡
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《設問≫ ○自分の性格 ○趣味 ◎いつも心がけている事 ○クラブに入会して感 じた事､望む事

◎生年月日 ◎入会年

安藤 栄治

○や り始めたら最後までやる事､物事に対 してすぐ考え込む事｡

○スキー､ラジコン飛行機

◎相手をまず考えて行動する｡

○多 くの方と知 り合えた事 ｡

会員同志､より一層知り合える機会を増 した方が良いのでは｡

OS26.10.10 ◎S58

飯田 正幸

○短気だが物事に対 してプラス指向

◎野球 (野球審判)､ジョギング

◎誠意をもって人と接す事 ｡

○多 くの仲間に出会えた事 ｡

若い会員を増やし仲間を大事にするクラブであってほしい｡

◎S22.12.21 ◎S62

五十嵐孝治

○明朗快活

◎スポーツ (体操､ゴルフ)

〇人の話 しを良く聞く｡

○クラブ内での交流が少ないように思う｡ クラブ会員の仕事の内容

がよくわからず､会社名と顔が一致 しない｡

◎S26.1.11 ◎Hll

石田 博司

○わからん｡本当にわからない ｡

○特に無 し｡無趣味が趣味｡

◎その心がけが悪いから人生失敗ばかり｡

○色んな人がいるな､ということ｡

今のところは特にありません｡

◎S25.2.23 ◎H4
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市橋 清捷

○温和

○ゴルフ

◎協調

○異業種交流の草分けとして､今後も発展 していく事｡

◎S17.12.11 ◎S47

伊東 良孝

O｢大筋で間違いが無ければ良し｣とする割と応揚な性格だが､良

く言えば ｢あまり細かな点まで気にしない｣所が裏目に出ると､

｢無神経｣で ｢気遣いが足らず｣になる事もあり気を付けたい｡

○パソコン､ギター､キャンピング

◎常に､正義感 ･勇気 ･情熱を持って行動する事｡

○この21年､数多くの先輩にご指導いただき又､多 くの仲間に支え

られて今日あると思っています｡ただただ感謝しています｡

◎S23.ll.24 ◎S55

請川 裕康

○厳 しい中にも､やさしさがある｡

○アウトドア､家庭菜園､日曜大工

〇人を思いやる｡

○会員のみなさんの熱心さを感 じました｡

OS33.3.20 ◎H13

大串 希昭

○明朗 ･素直 ･温和で消極的 ･やや優柔不断な処

○バ ドミントン (若い頃)､温泉､水中ウオーキング

◎相手の立場にたって行動する｡

○身近に各業種のプロがいることの安心感｡

人間関係が広 くなった点｡

講師例会をより活発に｡

◎S18.8.18 ◎Hl

太田 茂樹

○優柔だが温厚で真面目な事｡

○ゴルフ､釣 り､旅行

◎思いついたら即実行｡一日の計画は重要なものから消化する｡

○例会等で今まで知らなかった知識を得た事｡他の職域の人との出

会いがあった事｡クラブとしてボランティア的要素も取 り入れて

はいかがでしょうか｡

◎S19.1.8 ◎H9
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大谷 真市

○明る目な性格ながら､人見知 りな面 も｡ 楽天的なところもあるが､

繊細なところもあり｡

○浅 く広 く｡

◎充実 した 1日にしたい｡

○多様な人との出会いがあり自分にとってプラスでした｡あまり形

式にこだわらず､新 しい人材を集めるべ き｡ オープンな会に｡

OS24.8.10 ◎H4

岡田 征男

○温厚 ･やさしい｡

◎釣 り､マージャン｡

◎物事は､真面目に｡

○飲み友達が､増えました｡

◎S20.7.16 ◎H4

木内慎太郎

○ 自分自身は温和のつもりだが､自分勝手の面 もあり｡

○音楽､スポーツ鑑賞

◎正義感が強いのが悪い方向に出ない様｡

○入会 して良かったと想う｡ クラブの精神を理解する様､心がけて

いる事｡

OS21.10.29 ◎S53

菊池 吉郎

○明るい性格である｡ 自分で結論を出せずに人に聞いて人の意見が
自分の結論になる事が多い｡

○カヌー､華道

◎余 り考えずに即実行するため､良い時もあるが逆に失敗 して修復
するのに時間がかかる｡

○ 自分の世界 とちがった業種の方と知 り合いになれた事｡
4部会あるので 2部会づつでもいいから他部会との親睦会をして
もいいかな? 例会内容にひと工夫 して欲 しい｡

◎ S27. 1.16 ◎H8

革島 寺之

○明るく協調性がある｡

◎魚つ り､山菜取 り

◎有言実行

○新たな人間関係が出来たこと｡ 活発な活動を望みます｡

OS31.9.15 ◎H13
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黒田 厚司

○温厚

○畑仕事

◎仕事第一

040周年お目出度う｡ 次-向って期こう｡

◎S15.9.20 ◎H4

近藤 義男

○思いついたら即実行型｡

◎音楽､仕事 ?

◎相手の方を､重んじる事 ｡

○多 くの友人に恵まれて感謝します｡

OS22.4.14 ◎HIO

■-

斉藤 政行

○温厚

◎ボー ト

〇人のために汗を流すこと｡

○飲み会が多すぎる?

OS23.4.4 ◎H3

坂上 政敏

○内向的な性格に思う｡

○スポーツ (野球､ゴルフ)

〇人との調和｡仕事をきらさない事｡

○入会時は何をどうする会か解らず､半年後位から先が見え､今は

多 くの仲間と出会えて良かったと思う｡ これから先45､50周年と

続 く事を願います｡

OS24.5.2 ◎HIO

坂本 裕人

○温厚な性格

○ ガーデニ ング

〇人の為になるように接する事と､世の中の役に立つように心掛け

ている｡

○多 くの人々と出会う事が出来た事 ｡

多 くの会員が増えて､クラブが最々大きくなって､社会-貢献が

出来るように頑張っていただきたい｡

◎S31.7.30 ◎HIO
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佐々木保幸

○常に微笑をたたえ一歩下る所と少々気が短い (せっかち)｡

○ゴルフ､卓球､旅行､盆栽鑑賞､釣

◎顧客-の信頼を大切に誠心誠意努力すること｡

○見聞を広めたこと､友人が多く出来たこと｡

O S8.1.2 ◎S44

佐藤 惟忠

○仕事一筋､真面目すぎて冗談が通じない事も｡

○旅行

◎他人の事を思う心｡

○歴史のある会｡

OS21.10.22 ◎H13

佐藤 誠一

○凡帳面だと思うが内面が悪い｡

○仲間と一緒に日本酒を飲み交わす事｡

◎他人の話しはよく聞き､抜け駆けの功名はしない事｡

○見聞 ･体験を沢山させて頂き､色々な分野の方々と接 し､知り合

いが出来ました｡

本音で話し合いを望みます｡

OS22.2.4 ◎H3

佐藤 忠和

○仕事や､頼まれた事は､やり通す｡実直｡

○幅広 く｡

◎毎日､変わらぬ､良いそば､百数十年の歴史を持つ喜ばれるそば

をつくる｡

○いつも出席出来ず残念に思っています｡

OS41.2.2 ◎H4

清水 雅則

○凡帳面

◎ゴルフ ･その他広 く浅く

◎意欲

○和を大切に

OS26.8.28 ◎H12
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杉山 宏司

○何事 にもチャレンジ出来る事 と精神的に脆い ところがある事｡

○バスケ ッ ト､ゴルフ､スキー

◎我 をとうさず融和する｡

○ メンバー と仕事 をさせていただ き人生 を学んだ事､沢山の知人が

で きた事｡

各部会内の交流は活発だ と思いますが､所属部会以外の交流は月

1回の例会では少 くないような気が しますので交流の機会 を増 し

てはどうですか ?

◎ S28. 1. 1 ◎HIO

○筋を通す所と意固地になる所｡

○ゴルフ

◎冷静である事｡

○色々な面で人が見える様になり､良い仲間と出会った｡

肩の力をぬいた運営｡

◎S24.ll.29 ◎H9

関 昭次

○内向型

◎ゴルフ､切手収集

◎健康､時間厳守

○他人との和の大切さ

本会の出席率の向上

◎S13.ll.30 ◎H2

泰地 秀信

○積極的且つ温厚

◎旅行､釣 り

◎健康管理と過去を振 り返らず前向に物事を考える｡

○異業種の方々との出会いが出来た事｡

OS14.5.28 ◎S47

谷口 正四

○自分勝手だが､あまりクヨクヨしない｡

○ マージャン

◎酒は楽 しく呑む｡

○人付合いが良くなった事と､人を知った事｡

その時代に合ったクラブ｡

OS24.3.4 ◎H4
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中居 好通

○オープンな性格でありシャイなところもある｡

◎スポーツ (水泳以外何でも)

◎いやだ､出来ないという言葉は出さない､いつもチャレンジ｡

○沢山の出会いが出来た｡又､業種業界の経営者との出会いで色々

学ぶことも出来た｡

◎S29.2.5 ◎Hll

中尾 嘉男

○仕事柄､温健な性格と思います｡

◎茶道

〇人との調和｡

○多 くの人と交えた事､団体活動の有 り方を学んだ事｡

末長 く続 くクラブに成る様に望む｡

◎S28.2.1 ◎S58

中川

○ねぼり強いところと短気なところ｡

◎スキー､ゴルフ

◎目標を明確にする事と思い立ったらすぐ実行する｡

○仕事を離れた所で多くの方と知 り合う機会ができたこと｡

あすなろクラブでは､多 くのことを学ばせていただきたいと思い

ます｡

◎S40.2.14 ◎H13

中島 康秀

○責任感がある｡

◎ゴルフ

〇人との交流｡

○会員同士の交流が少ない気がします｡若い人を入れてほしい｡

OS47.3.23 ◎H13

○温厚

◎フラメンコギター

◎正直

○いろんな話が聞ける｡

◎S22.10.9 ◎H4
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畑 稔

〇人の面倒見が良いが､少々短気な所もある｡

○多種多様

◎有言実行

○多 くの人との付合い､皆それぞれに良い面と悪い面があるのがわ

かった｡

個々に無言実行は言わないが､言語にした事は有言実行 してほし

い ｡

◎S20.3.15 ◎S56

坂東 勉

○単純で人に物事を頼まれると断れないタイプ｡けっこう短気で

す｡

○ボウリング ･山菜取 り･釣 り (フィッシング)

◎なるべ く笑顔をたやさないで人に接すること｡

○先輩達と話しをし自分の知らないことを学んだこと｡ これからも

先輩達とコミュニケーションが図れる会にしてほしい｡

◎S35.3.16 ◎Hll

平野 幹雄

○自分でもわからない面が多 く､意志の弱い所｡

○釣 り､スキー

◎出来るなら､敵を作らない様にしたいのです｡

○人間勉強をさせて頂だいた事｡

｢異業種交流｣の本来のメリットが何かを知 りたい｡

OS20.1.6 ◎S62

○早 とち りな事 と､思い立ったが吉です ぐ行動 を起 こす事｡

◎ゴルフ､スキー､麻雀､パソコン

◎相手の立場 に立って､言動 を起 こす｡ 自分が信 じてる量だけ､相

手は同 じ量 しか信 じていない と心がけている｡ いわゆる自分か ら

信 じなければ 相手 も信 じてこない と言 う事です｡

○勉強になる事が多い､多 くの人にふれる事､飲める事｡

もっとす ごい人の講演が聞 きたい (お金がかかって も)｡会員 を
増やす｡

eS26. 7.3 ◎H4

本間 英俊

○根は短気だが我慢が出来る事｡

○スキー､ルアー釣

◎実行のみ｡

○仲間が出来たこと (仕事上でない)｡ クラブ内では､人の和を大

事にしたい｡

◎S22.3.5 ◎S59
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柵木 隆雄

○ 協 調 性 の面 で は､分 け隔 て な く付 き合 いが で きるが ､応 用 ノ性 に欠

け る ｡ 気 ま じめ な事 ｡

⑳ バ ス ケ ッ トボ ー ル､楽器演 奏

◎ 自分 を見失なわない よう謙虚な気持 ちを忘れない｡初心忘れるべか らず｡

○ 自分 の知 り得 ない分 野 の見 聞 は この ク ラブ な らで はの もの､ 一 人

で も多 くの会 員 と知 り合 うこ とが 出来 る こ と｡

ク ラフやに望 む事 は､ 人 との交 流 の面 で は､ も し可 能 な らば部 会 の

メ ンバ ー も 2 ･ 3年 に一度 は移動 し､ もっ と多 くの人 と接 点 を持

つ こ とカ言連 r帯感 を強 め る こ とにな るの で は ?

e S33. 4. 5 ◎ HIO

宮崎 博好

○自分にやさしく､人にきびしい様な気がする｡

◎ゴルフ

◎一人よが りな行動をしない様に気をつけています｡

○色々な職業の話を聞くことが出来てとても参考になります｡

OS24.5.18 ◎H9

宮淳 昌典

○誠実

◎テニス､水泳､エアロピックス､コンバット

◎お客さんの立場に立って何が一番良いかを常に考えている｡

○お客さんが増えた事､人の輪が広がった事｡

望む事は､クラブ員同士の意志の疎通をもっとはかれる場を設け

ていただきたく思います｡

◎S17.12.15 ◎S56

三輪 昌博

○誠実

◎ハイキング

◎ 日々是好日

○信条が簡潔だなと｡

◎S38.5.15 ◎H8

森山 散文

○辛抱強い反面､短気

◎読書

◎努力､他人に対する優 しさ

○仲間ができて楽しい｡

◎S26.5.15 ◎S59
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山口 秀昭

○短気だが気持の明るいとこ

○ゴルフ､油絵

◎相手の身になって理解 し行動｡気 くぼりに気を付ける｡

○権威のある方々と知 り合えた事､会員の皆様 と交流を図れた事｡

クラブ運営は､創造的な精神と情熱で郷土建設に運動展開する事

を望みます｡

′◎S24.10.25 ◎Hll

山口 良治

○昔は短気､今は温厚 (?)

○野球､ゴルフ､みこし (今年からシニア野球部監督)

◎常に清潔

○多 くの友人ができました｡

OS23.2.15 ◎H3

遊佐 紀男

○温厚

◎ゴルフ､スキー､パチンコ

◎自分に正直に｡

○色々な業種の人達と話が出きる事 (なかなか出席できないが今後

は出席率を上げたい)｡

OS25.1.21 ◎HIO

吉多 幸男

○即決断

◎ゴルフ､筋力 トレーニング

◎信念をもって正直に行動する｡

○いろいろな人に知 りあいになれた｡

若い人の入会が足 りない事｡又､例会中はすべて禁煙にしてもら

いたい｡

◎S33.3.5 ◎S59

渡辺 教浩

○思いやりがあるところ?整理整頓が苦手

○ゴルフ､ホッケー

◎廻 りの状況を把握 し､冷静に物事を判断できるよう心がける｡

○異業種の方の意見を開けた事｡多 くの方と知 り合えた事

OS36.9.23 ◎H8
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前会員 (平成13年12月退会)

奥村 英和

○ くよ くよ しない こ と｡ 嫌 い な面 は､イ可も考 えず に発 言 して しまい､

他 人 をキズ っ け る事 が 多 い ｡

○ゴル フ ､ バ イ ク

◎ 失 言 が 多 い の で ､一言 お い てか ら発 言 しよ う と思 って い るが ､ つ

い言 って しま うの を､改 め る こ と｡

〇 日分 が住 んで い る世 界 が狭 い の で少 しは広 が った ｡

H12年事 務 局 をや ってみ て､ み な さんの顔 と名前 が や っ と一致 す

る様 に な りま した ｡ 会員 の交 流 をはか る こ とが重 要 と思 うが ､方

策 が むづ か しい ｡

eS32.10.22 ◎H9

松本 重政

○大変､真面目?

◎登山

◎平等

○あすなろクラブ信条､これすぼらしい｡

◎S10.4.18 ◎S43

- 16-



釧路あすなろクラブ40周年 (H4-日13年)

10年間の あ ゆ み

平成4年度

1月 第30期総会 1月23日 出席54名

於 道東経済センター

第30期総会が､国際交流センターで行なわれ､

新会長には前年度に続いて伊東良孝会員が再選

されました｡

役員は事務局長に､国光会員となり､他は全員

留任となりました｡
i

2月 30周年記念式典 2月15日

出席60名 【3名 (来賓他)】

於 釧路パシフィックホテル

釧路あすなろクラブ

創立30周年記念式典

(詳 しくは､P36に掲載)

3月 例会 3月5日 出席44名

於 道東経済センター

担当第4部会

｢我々は本当に働 き過 ぎなのか !｣時間短縮の

中で企業の生き残 り策｡

講師-労働基準監督署 次長 中島秀司氏

街の活性化は 企業の活性化でもある､そこで

｢労働時間短縮｣- と進む時代の中で一方では

職場での ｢過労死｣が労災に該当するか否かの

問題等が､我々小零細企業の立場 として､どの

様に対応 していかなければならないか｡

総論として保険は必要だが時短を実施 して経営

が成 り立つかが疑問 ?

4月 例会 4月6日 出席47名

於 道東経済センター

担当部会第 1部会

｢このままでいいのか旧釧路川 !｣リバーサイ

ドの現状 と未来を創造する｡

今回は旧釧路川の有効利用を考えることなり､

4月例会では旧釧路川の現状報告をいたしまし

た｡

5月 例会 5月7日 出席49名

於 道東経済センター

担当部会第2部会

｢なるほど TrE 946 裏話｣

● ししゃもの卵の数捜 し

大谷真市会貞 考案

●市内の炉端の店舗数の捜 し方

佐藤茂良会員

6月 例会 6月5日 出席37名

於 道東経済センター

担当部会 第3部会

｢企業誘致の実態と課題 PARTl｣

①最近の企業進出一覧 (釧路市､白糠町)

②東京事務所の活動内容

(∋釧白団地の現状

④進出企業に対する優遇制度一覧 等

上記項口について､青木会員､稲場会員より釧

路の企業誘致の実態と課題について詳 しく説明

して頂 きました｡

7月 臨時総会 7月7日 出席44名

於 ヒル トップ (ビアホール)

【臨時総会】

議案 ①会則第 5条第 2項の修正について｡

- 17 -



(ヨクリスマス予算増額について｡

上記の通 り二議案を決議 し臨時総会を終了致 し

ました｡

臨時総会終了後出席者全員で懇親会を行ないま

した｡

8月 例会 8月6日 出席39名

於 釧路パシフィックホテル ･新館

【テーマ】人口20万人を割る日なにが起こる !

｢釧路市と帯広市の逆転はあるか?｣

釧路市は最近､毎年 2千人ずつ減少 していて今

後 も漁業.炭鉱等の影響で人口減少は増加する

可能性が大きい､試算では平成 6年中に20万人

を割っても国.道の影響は無 く市会議員の定数

が4人の減となる｡

帯広 との人口数の逆転はH12年までに現実とな

るだろう｡ 逆転 した場合､今活動中の分県論 も

｢道東の中心都市は釧路だ｣と云う事で盛んに

活動 しているが､分県が実現 したが県庁所在地

が帯広となると大変な事になる｡ その為にも釧

路町との合併が今一番に手を打つ事だと思われ

る｡ 帯広は農業が主で開拓 した土地を耕 し種を

まき収穫 しているのに対 し釧路は地下の石炭を

掘 り､海の幸をとり 輸入 した材料で紙を生産

しているが､それぞれの業界とも資源をただ同

然に取 り尽 くすだけ､この所に帯広 との気質の

違いが大きいと思います｡

9月 例会 9月7日 出席37名

於 道東経済センター

【テーマ】担当部会 1部会 ･このままでいいの

か旧釧路川 PART Ⅱ

｢リバーサイドの未来を創造する !｣
ア ドバイザー ･釧路市都市開発部都市計画課.

課長補佐 飯田克夫氏

今回部会で貴重なア ドバイスを頂いた都市計

画課の飯田様に例会にも出席をお願いし研究結

果のアドバイザーとして参加 して頂ました｡

10月 例会 10月6日 出席39名

於 道東経済センター

(担当第2部会)

｢パネルディスカッション 釧路湿原の利用｣

今回､ゲス トパネラーとして､浜中町.湿原フ

ァンクラブ代表.伊東俊和氏｡鶴居村.ネット

ワークTEN.大津泰則氏｡釧路市.ボランティ

ア活動家.山口房伸氏｡釧路市.地域故郷青年

会議.本間裕氏｡釧路町.釧路広域市町村圏事

務組合 次長.羽根田純寿氏｡釧路市.自然ウ

オテングセンター.三木昇氏｡転勤者.日本旅

行釧路支店長.小松和雄氏｡以上七名の方々に

出席いただき釧路湿原の利用について語ってい

ただきました｡

10月 管外例会 10月17日 ･18日 出席27名

於 川場観光ホテル

管外研修は､講師に､釧路市役所助役 森貞雄

氏を迎え ｢釧路市の将来について｣を講演 して

頂 き､引き続き森助役を交え､懇親会｡ご苦労

様でした｡

11月 例会 11月6日 出席37名

於 道東経済センター

PARTⅢ こんな考え方もあるよ ! (担当第3部

会)

(観光-スポーツ-流通)

今回当部会は3班に分かれ観光､スポーツ､

流通に関し調査発表致 しました｡

石田 (敬)会員- 〔観光〕来年のラムサールと

活性化について｡

稲場会員- 〔スポーツ〕アマチュアスポーツに

注目し釧路の活性化の為の接点について｡

飯飼会員- 〔流通〕釧路地域の流通業界の合理

化､近代化を図る為め､釧路総合物流センタ

ーの建設促進について｡

12月 クリスマス例会 12月6日

出席52名 37名 (同伴者)42名 (小中幼)

於 パシフィックホテル ･新館

去る12月6日 (土)あすなろクラブ家族クリ

スマス ･パーティをパシフィックホテルにて開

催いたしました｡担当部会の3部会の皆様 と中
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村会員のご協力のおかげで､多数の会員､家族

の方々に出席頂 き､ゲーム等で楽 しいクリスマ

スパーティと成 りました｡ レクレーション委員

の皆様大変御苦労様でした｡

平成5年度

1月 第31期総会 1月24日 出席64名

於 十条会館

会則第14条により､過半数を持って総会が成立

しました｡ 国光事務局長の開催の辞につづ き､

信条朗読､伊東会長の挨拶があ りました｡

議事進行にあた り議長に小林会員が選出され､

議案が審議されました｡

第31期新役員

相 談 役

会 長

副 会 長

事 務 局 長

事務局次長

監 事

伊東 良孝

本間 鉄夫

宮沢 昌典 飯飼 常寿

稲場 文男

加賀 省二 青木 準司

岩田 守 寺前 利彦

2月 例会 2月4日 出席38名

於 道東経済センター

執行部担当例会

講師 :木村 勲様 (釧路商工会議所専務理事)

演題 : ｢釧路 ･･今 ･･転禍為福｣

年明けは天候 も穏やかで したが､ 1月15日の

地震により情勢が一変 しました｡通産省 と連絡､

物価動向調査 をしたのですが､幸いにも業界の

方々の協力により災害時の物価上昇は､ありま

せんでした｡ただ今回の地震で市内にある1万

2000件の事業所で約120億円もの被害があると

思います｡復旧のため公共事業の拡大 と地元企

業発注の増額を関係官庁に陳情 しています｡

3月 例会 3月4日 出席41名

於 道東経済センター

執行部担当例会

【テーマ】あすなろクラブ ･和を考える

当日は部会別懇親会の形で､ビールを片手に

今年の部会活動について懇談 しました｡

研修発表内容 部会テーマは､下記の様にな

りました｡

第 1部会-ゴミの処理問題

第2部会-エイズ問題

第3部会-スタッドレスタイヤの波及効果

第4部会-健康について

第 5部会-未定

第6部会-未定

4月 例会 4月2日 出席36名

於 道東経済センター

4月例会担当 第 1部会 講師例会

【テーマ】今問われる産業廃棄物の処理の行

方 ･取 り巻 く環境

講師 ･釧 路市環境 リサイクル担当参事 米田

忠幸 殿

5月 例会 出席47名

於 道東経済センター

5月例会担当 第4部会 研修例会

【テーマ】健康について

成人病予防について ･健康 と生命保険

研修発表者 ･森下勇会員 ･粟野泰幸会員

例会 レポー ト 第4部会 佐藤忠和会員

人は健康でなければ何をするにおいても､始

まりません｡ 当クラブでも､成人病が気にかか

る方々が増え､ほとんどの方が､健康診断を受

けてお り､健康についての関心の高さをあらた

めて実感 しました｡

6月 例会 6月3日 出席45名

於 道東経済センター
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6月例会担当 第 2部会 研修例会

《テーマ≫エイズ110番

(エイズ専門医による現状 と予防対策)

講師 北海道釧路保健所 大角晃弘医師

エイズ とは､HIV(ヒ ト免疫不全 ウイルス)に

感染 して起こる疾患で､感染すると身体を病気

か ら守る免疫系 といわれるものが破壊 されて､

身体の抵抗力が低下 します｡

日本で初めての患者が発見 されたのが1985年｡

1990年には97人だったエイズ感染者が､1991年

だけで238人と約2,5倍に増えてきています｡

エイズは予防できる病気ですが危険は避けたい

ものです｡

7月 例会 7月 7日 出席48名

於 MOOサッポロビールピュアライオン

7月例会担当 事務局 ふれあい例会

【テーマ】フリー トーキングタイム

当日は､フリー トーキングとして､議題を設

けず会員相互の話題で終始 しました｡限られた

時間での例会で したので､多 くの方がその後､

末広町へ流れたようです｡

8月 例会 8月3日 出席44名

於 道東経済センター

8月例会担当 第 3部会 講師例会

【テーマ】スタッドレスタイヤと交通事故

講師 ･横浜ゴム警護札幌支店

技術サービス課長 門馬 隆殿

･住友海上火災保険警護

北海道損害調査部

釧路事故サービスセンター所長

原 三知男殿

昨年12月に､全面禁止になったスパイクタイヤ

に代わって､現在北海道の冬道には､絶対欠か

す事の出来ないスタッドレスタイヤについて､

課題を取 り上げて見ました｡

9月 例会 9月2日 出席30名

於 道東経済センター

9月例会担当 第 6部会 講師例会

【テーマ】忘れた頃にやって来る災害

釧路沖地震 と北海道南西沖地震にみる災害 と津

波の影響

講師 ･前札幌管区気象台技術部観測課

地震津波火山監視センター主任

技術専門官

現釧路地方気象台技術課長

山内義敬殿

今回､2つの地震についてのメカニズムの違い､

地震の規模､津波の影響など､釧路気象台の専

門家を招 き講演 していただきました｡地震は､

いつ くるかわか りません｡ 日頃か ら心構えが､

必要です｡

10月 例会 10月 7日 出席27名

於 道東経済センター-定光寺

10月例会担当 第 5部会 体験例会

【テーマ】｢無｣一無について考える

まず種々考えた中で

(∋全員､一人 も眠らない例会

(∋全員､一人 も無駄話をしない例会

①､② をしか も私達の手をわず らわせないでや

れる､そんな事 を部会長は一人心の中で願って

いた｡ しか し､これはあ くまでも別な次元の事

である｡ 結果 として100%クリアー した座禅で

ある｡ 不安定で､不景気で､無気味な世の中が

来た｡何かを求め続けて来た日本人｡今一度 自

分を見詰め直 して見 よう､と言うことで座禅 と

な りました｡

11月 例会 11月 6日 出席29名

於 阿寒町赤いベレー

11月例会担当 事務局 管外研修 ･講師例会

【テーマ】阿寒町の概要と現状

講師 阿寒町長 月館俊松氏

当日は､予定の時間をオーバーするぐらい熱の

入った講演で当初予定 していた "赤いベ レー"

誘致の話 しには入れず残念で したが､まちおこ

しにかける月館氏の熱意には､感動 しました｡
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12月 家族 クリスマスパーティー

12月4日 出席40名 ･同伴者23名

小中幼39名 ･招待客 1名 合計103名

於 十条会館

あすなろクラブ家族クリスマスパーティーを十

条会館にて開催いたしました｡多 くの会員､家族

の皆様 に出席頂 き､食事､ゲーム､プレゼントな

ど楽 しいクリスマスパーティーとなりました｡

レクレーシ ョン委員の皆様大変御苦労様 で し

た｡

平成6年度

1月 32期総会 1月22日 出席54名

於 道東経済センター

会則第14条により､過半数を持って総会が成立

しました｡ 稲場事務局長の開催の辞 につづ き､

信条朗読､本間会長の挨拶があ りました｡

第32期新役員は､次のとお りです｡

相 談 役 本間 鉄夫

会 長 宮津 昌典

副 会 長 稲場 文男 飯田 正幸

事 務 局 長 安藤 栄治

事務局次長 加賀 省二 大谷 真市

監
rt

事 中尾 嘉男 関 昭次

2月 例会 2月3日 出席39名

於 道東経済センター

≪テーマ≫ ｢釧路支庁の役割 と課題｣

講師 橋本 英正 氏 釧路支庁 地方部長

橋本氏の講演は､今 までの仕事の足跡 と､釧

路支庁並びに北海道庁の機構､仕組みの説明と

進んで行 き釧路管内の経済状態の解説をして戴

きました｡

3月 例会 3月4日 出席42名

於 道東経済センター

≪テーマ≫ ｢釧路あすなろクラブ 現在､過去､

未来｣

･ゲス トコメンテーター 横沢 一夫氏

釧路新聞編集局長

･あすなろ30年の足跡 今田 英三 会員

･あすなろクラブの現状 稲場 文男 会員

･司会 児玉 有史 会員

我､あすなろクラブも年月の経過 と共に会員

の構成が様変わ りして参 りました｡平成元年以

後の入会者が反致以上にな り現在､クラブの過

去を振 り返 りつつ 未来を見つめてみた く企画

してみました｡

4月 例会 4月 5日 出席34名

於 道東経済センター

≪テーマ≫ 『釧路市経済の概況 と主要プロジェ

ク ト』
講師 後藤 敏夫 氏 釧路市 助役

釧路市の人口が､先 日(4月4日)には､200,273

人に戻 ったが､瞬間最大風速 とは云え､19万人

台への転落 と言った､ショッキングな話 しが冒

頭になされた後､釧路市経済の概況を､資料に

基づ き解説をして頂 きました｡

夢 ではな く､現実が間近な釧路市21世紀-の主

要プロジェク トに関 しての後藤助役様からの幅

広い内容の講演で した｡

5月 例会 5月10日 出席32名

於 道東経済センター

≪テーマ≫生 き残 りをかけて今 ･

3企業に見る､その戟略をさぐる !

"生 き残 りをかけて今" と言 うテーマで 3企

業に､現状 と将来について動向をスライ ドを交

えて お話 して戴 きました｡

発表社 ｢丸中釧路中央青果株式会社｣

テーマ 市場の役割 と､青果物の変化
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｢株式会社ナラサキフーズ｣

テーマ 明太子市場の現況､魚卵について

｢畑電機株式会社｣

テーマ 漁業衰退の中の生 き残 りをかけた変化

司会 木内会員

6月 例会 6月3日 出席38名

於 道東経済センター

≪テーマ≫21世紀に豊かな自然 をのこすため

に ････

･ ポス トラムサール ｢水郷水都｣全国会議釧

路大会について

･ 地球に残された貴重な生物 ｢まりも｣の不

思議

講師 北海道大学釧路校

教授 神田 房行 氏

7月 例会 7月7日 出席41名

於 道東経済センター

≪テーマ≫あすなろ見本市

事務局企画による､"あすなろ見本市"は26

社の協力により無事終了致 しました｡展示品に

各社の工夫がうかがえ､短時間で したが､大変

見ごたえのある内容で した｡

8月 例会 8月9日 出席25名

於 道東経済センター

≪テーマ≫ 『ゴミの分別収集について』

講師 釧路市役所環境部 米田 忠幸 部長

釧路市は､リサイクルを柱 とした新 しいごみ

処理体系 によってごみの減量 を進めるため､

≪再生出来る資源物 ･可燃ごみ ･不燃ごみや焼

却不適ごみ ･有害ごみ ･粗大ごみ≫に分けて集

め､それぞれ別途に処理する5分別収集を10月

から試行実施 します｡

9月 例会 9月6日 出席30名

於 MOOフィットネスセンタープール

≪テーマ≫ 『服を着たままの水泳』

実際体験 した方は､さぞ大変だったろうと思

います｡反省点 としては､初めてで したので､

体系的に学習出来なかった事 と思われますが､

MOOの水泳の先生 も一緒に体験 しましたの

で､これをきっかけに新 しいMOOのカリキュ

ラムに入 り､小 さな子供達はもとより 家族み

んなが安心 して水に接する事が出来る様に発展

して下されば これが大 きな芽となるであろう

と念 じてお ります｡

10月 管夕捕刑参 10月 1-2日 出席28名

於 厚岸コンキリエ

≪特別講演≫厚岸町 揮 田 昭 夫 町長殿

今年 厚岸地域観光の拠点として完成 した コ

ンキリエ内会議室にて､津田町長の厚岸発展に

かける意気込みを､聞きました｡厚岸町の歴史

と産業の構造変化を解説 してもらい､新 しい発

展の原動力を観光にかける町長の姿には､年齢

を感 じさせない物があ りました｡また宿泊先の

ホテル金万では､あすなろクラブの将来につい

て遅 くまで討論が続 きました｡

11月 臨時総会 11月4日 出席29名

於 道東経済センター

議題 1)部会編成について

･･事務局提案

2)会費値上げについて

･･･事務局提案

臨時総会終了後 軽食 とアルコールで懇親を深

めました｡

12月 家族クリスマス例会 12月4日

出席112名

於 釧路パシフィックホテル

あすなろクラブ家族クリスマスパーティーを

釧路パ シフィックホテルにて開催いた しまし

た｡多 くの会員､家族の皆様に出席頂 き､食事､

ゲーム､プレゼントなど楽 しいクリスマスパー

ティとなりました｡レクレーション委員の皆様

大変御苦労様でした｡

平成7年度

1月 第33期総会 1月22日 出席46名

於 国際交流センター
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第33期定期総会では､国際交流セ ンターで､

PM5時より開会､議長には､寺前氏 を選出｡

新役員は､次の通 りです｡

会 長 市橋 清捷

副 会 長 木内慎太郎

副 会 長 青木 準司

事 務 局 長 石田 博司

事務局次長 大谷 真市

事務局次長 中村 正嗣

監 査 佐藤 誠一

監 査 畑 稔

2月 例会 2月14日 出席34名

於 幣舞荘

クラブ 2月例会 は､市橋会長の年 間テーマ

『明日のあすなろクラブを考える』をふまえて､

初めに 『創立の理念』 を今田英三会員 より話 し

ていただいた後､我があすなろクラブの現状 を

意見発表の形で各部会 より代表者に語ってもら

った｡

3月 例会 3月 7日 出席35名

於 幣舞荘

クラブ3月例会は､各部会代表者 より下記の

テーマについて意見を発表 してもらった｡

01業種 1名の再検討

○入会承認のあ り方

○入会時期の検討

○長期欠席者への退会勧告の件

○管外研修の内容の見直 し

○厳島神社例大祭への対応の件

4月 例会 4月 7日 出席29名

於 幣舞荘

クラブ4月例会は､各部会代表者 より下記の

テーマについて意見を発表 してもらった｡

○会長選任の方法の検討

○正副部会長選任の方法

06部会別の再検討

○女性会員受入れについて

○会長経験者の再登板について

5月 例会 5月 9日 出席25名

於 幣舞荘

クラブ5月例会は､最後の議題である特別会

員制度について､木内副会長 を進行役 とし､各

部会代表者 より意見発表 をしてもらった｡

6月 例会 6月 7日 出席21名

於 幣舞荘

クラブ6月例会は､PL法 (製造物責任法)の

7月 1日施行 を目前にして､施行後は何が どう

変わるのか､ どんな業種 にどんな影響が及ぶの

かを､住友海上火災保険㈱札幌支店開発課長の

岡本氏 をお迎えしての講師例会を開催 した｡

7月 懇親例会 7月14日 出席37名

於 笛園ビル とん責

クラブ 7月例会は､笛園ビル 『とん責』にて

アルコール例会を開催 した｡

通常通 りの信条朗読 に続 き､市橋会長の挨拶の

後､大いに飲み､食い､且つ語 り合った｡

当 日はビール好 きの多い会員のために､宴会

場に特別に樽生 を用意 してもらい､空模様はあ

いに くの豪雨ではあったが､外の天気 を忘れた

かのように座は盛 り上がった｡

8月 臨時総会 8月 7日 出席31名

於 幣舞荘

8月例会は､かねて予告の通 り､会則改正に

向けての臨時総会を開催 した｡議長に森下勇会

員 を選任 し､会則第14条に従い出席者数31名､

委任状 出席12名 によ り本総会の成立が確認 さ

れ､議事 に入った｡

大 きな改変の項 目は冒頭に掲げた『会の目的』
の他､会員の入会資格､特別会員制の廃止につ

いてであったが､満場一致にて会則の改正が決

められました｡

9月 野外 レク 9月10日 出席17名

於 大谷公園

クラブ 9月例会は､大谷会員のお父上が丹精

込め られた大谷公園 (遠矢)にての野外 レクレ

ーションを実施 した｡参加者は18名 と少な くは
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あったが､会話が大いに弾み､終了の2時があ

っという間であった｡

大谷家のご厚意に紙面を借 りて心より感謝申

上げます｡有 り難うございました｡

10月 例会 10月13日 出席33名

於 幣舞荘

クラブ10月例会は､本会会員の伊東良孝道議

会議員を講師に迎え､道政参画 6ケ月間の政治

活動の中から､様々な問題点をエピソー ドを交

えながら語ってもらった｡また､札幌から新た

な視点でとらえた釧路がどのように写 り､どん

な問題点があるか等 も､率直に語 って もらっ

た｡

6ケ月間という短期間にも拘 らず､数多 くの

懸案事項に体当たりしている政治家､伊東良孝

氏のバイタリティーと､その手腕には驚きを感

じると同時に深い尊敬の念を抱いた｡

11月 例会 11月7日 出席23名

於 幣舞荘

と き 11月7日 (火)午後 6時30分～

ところ 幣舞荘

内 容 『私の仕事～私の人生～私の愛する釧

路』
講師 :日本銀行釧路支店 支店長 ･福田仁司氏

福田氏は平成 5年に釧路に着任｡その人柄で

広 く市民に親 しまれていらっしゃいます｡今例

会では､普段私たちの知 らない日銀券 (お金)

についてのことや､ご自身の人生観､自他共に

認める "釧路大好 き人間"として釧路を語って

頂 きました｡

12月 家族クリスマス例会 12月3日

出席36名会員

於 釧路パシフィックホテル

恒例のあすなろクラブ､家族クリスマス例会

が､釧 路パシフィックホテルに於いて､36名の

出席で行なわれました｡

開会の挨拶に続いて､畑会員のサンタクロース

の入場で､子供達にはお土産が手渡され､なご

やかな内に､パーティーは進み､屋台のそば､

アイスクリームが好評で､無事クリスマス例会

も終了 しました｡

平成8年度

1月 第34期総会 1月24日 出席35名

於 釧路パシフィックホテル

第34期定期総会が釧路パシフィックホテルで

開催され､市橋会長が再選され､執行部 も､全

員留任する事 となり､再任なった市橋会長より､

平成 8年度年間テーマ として､『研鉾 と友情』
が述べ られた｡

2月 例会 2月15日 出席24名

於 幣舞荘

2月例会は15日 (木)､ぬさまい荘にて高木

建設㈱代表 ･漆崎 隆氏より

『私の人生 ･私の仕事』-起業家に聞 く ･

と題 し､講演を頂いた｡

36歳の時､急逝された高木建設の創業者､木村

氏の株を買い取 り会社経営を始め今に至るわけ

だが､一時間の講演の中で､現在までの波乱に

富んだ氏の生 き方から､多 くのことを学ばせて

頂いた｡

3月 例会 3月 7日 出席23名

於 経済センター

3月例会は､道東経済センターにおいて帝国

データバンク釧路支店支店長 境 重信氏より

『発想を変えよう～伸びる企業はここが違 う一

成功企業の事例紹介』と題 し､講演を頂いた｡

全国で､業歴10年から15年で新成長 している

- 24-



企業を色々な観点から分析 してみると､共通 し

て言えることは､顕著に売上が伸び特殊なノウ

ハウを持っていることが分る｡

4月 例会 4月9日 出席26名

於 経済センター

4月例会は9日 (火)､道東経済センターに

おいて会員の伊東良孝道議会議員をコーディネ

ーターとして､ゲス トパネラーに釧路全 日空ホ

テル総支配人 ･峯岸輝雄氏､SPEC代表取締役 ･

菊地史郎氏､北の編集室代表 ･佐藤隆則氏を迎

えて 『釧路を叱る～釧路発展のために』 と題 し

たパネルディスカッションを行なった｡

釧路の印象について､佐藤氏は釧路の街づ く

りを例に取 り､無駄や計画性の無さを許容 して

いる釧路人の "鷹揚さ"を指摘 した｡

菊地氏は､若い世代の雇用創出を図ることか

ら活性化につながるということを知るべ きで､

投資育成社会などにも目を向ける幅広い視点の

必要性を提言された｡

峯岸氏は､観光産業の重要性を強調されたよ

うで､魅力ある道東の観光拠点として自信をも

って努力すべ きであると結ばれた｡

三氏の見識の高さに敬意を表するとともに､

的確な指摘 ･提言に心より感謝するものであり

ます｡

5月 例会 5月9日 出席16名

於 経済センター

5月例会は9日 (木)､道東経済センターに

おいて㈱釧路スイ ミングクラブ代表取締役社

長 ･古屋英昭氏を迎えて 『水泳コーチから見た

健康づ くり』と題 した講演をいただいた｡

氏の率直な語 り口は､時に笑わせ､時に深 く

うなずかせ､ 1時間半に及ぶ講演を飽 きさせる

ことなく聞かせた｡ あすなろ会員にとっては､

企業経営の点でも､普段気になる健康の面でも

大いに参考になったようだ｡

6月 例会 6月12日 出席24名

於 生涯学習センター

第3部会担当による 6月例会は12日 (木)､

生涯学習センターにおいて 『日本の伝統を体験

する-茶道』と題 した体験例会を開催 した｡

初めに､裏千家淡交会 ･上林宗律先生による

講話をいただいた｡

その後､場所を変えてお茶の体験である｡ 一

応､行儀よく正座をするのだが､痛さにこらえ

るまでもなくす ぐに膝は崩れ､お互いをからか

い合う､和やかさの満ちたひとときとなった｡

終えて､ふと､家でもやってみようかと思っ

た｡雑事に追われている私たちにとって､身近

にあ りながら､なかなか触れることのできない

貴重な体験であったと思う｡

7月 例会 7月9日 出席26名

於 生涯学習センター

第 2部会担当 7月例会は､ 7月 9日 (火)､

生涯学習センターにおいて『地酒 ･福司の実力』

と題 し､福司酒造㈱代表取締役 ･梁瀬誠也氏を

講師に迎え､地酒 ･福司創業の成 り立ちや酒造

りの苦労話など､時代 を追って講話をして頂い

た｡

8月 納涼例会 8月 7日 出席22名

於 笛園ビル とん責

8月例会は7日 (水)､笛固ビルとん責にお

いて22名の参加のもと､納涼例会を開催 した｡

信条朗読に続いて､会長挨拶では0-157に

ついて触れ､木内副会長の乾杯の発声で酒宴が

開幕､楽 しいひとときを過ごした｡

9月 家族野外 レクレーション

9月8日 出席17名

於 春採公園

あすなろクラブ 9月例会は､春採公園にて､

家族 も交えての野外 レクレーションを行なっ

た｡好天に恵まれ､家族共々楽 しいひとときを

過ごした｡お世話 くださった皆様有 り難うござ

います｡

10月 例会 10月8日 出席30名

於 生涯学習センター
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あすなろクラブ10月例会は､この度の市長選

挙に立候補予定の､綿貫健輔氏 と後藤敏夫氏を

お招 きして､それぞれに､新 しい市政に向けて

の情熱をお聞きした｡

お忙 しい中を時間を割いて下さったお二人に

は､正々堂々の戦いと､健闘をお祈 りする次

第｡

11月 例会 11月25日 出席25名

於 生涯学習センター

あすなろクラブ11月例会は､年度末を控えて､

市橋会長から二年間の総括 と､稲場次年度会長

からは新年度-の抱負を語って頂 き､出席者で

アルコールをとりながら､あすなろを語 り合っ

た｡ 時節柄か､出席率が大変低 くはあったが､

楽 しいひとときを過ごした｡

12月 家族クリスマス例会 12月 1日

出席30名 41名同伴及び子供

於 釧路パシフィックホテル

早いもので､平成 8年の最後を飾るクリスマ

ス例会が､パシフィックホテルで行なわれ､市

橋会長の信条朗読 ･挨拶につづいて､宮沢前会

長の乾杯の音頭でサンタさんが入場､沢山のお

土産を､子供達に配ってお りました｡ゲームで

は､ビー玉皿移 しやら､中村会員の司会で楽 し

い一時となりました｡

皆様ご苦労様でした｡大串委員長さん有難う

御座居ました｡

馴JP叩.ヲ'チrJ{_<_.< .I:,''
t,～.誓.ブリ.､t:二八-ティ-

平成9年度

1月 第35期総会 1月19日 出席35名

於 釧路パシフィックホテル

会則第14条により､過半数を持って総会が成

立 しました｡石田事務局長の開会の辞につづき､

信条朗読､市橋会長の挨拶があ り､永年在籍会

貞及び皆勤者表彰が行われました｡

議事進行にあたり議長に本間鉄夫会員が選出

され､議案が審議されました｡

第35期新役員は､下記のとおりです｡

会 長

副 会 長

事 務 局 長

事務局次長

監 査

2月 例会

於

稲場 文男

中尾 嘉男 大串 希昭

大谷 真市

児玉 有史 伊藤 雅章

本間 英俊 谷口 正四

2月6日 出席27名

生涯学習センター

日本製紙アイスホッケー部監督､日本アイス

ホッケー連盟強化本部長を歴任され現在昭和ス

ポーツ幼稚園園長､釧路教育委員会委員長とし

て御活躍されてお･ります矢口氏に講演をして戴

きました｡

先般釧路市で行われた国体での裏話や､受入

側の対応及び諸問題 も語って戴き又今の教育界

での先生 としての立場や指導方法なども語って

戴きました｡

最後に矢口氏は会員の皆様が我が郷土､地域

に何かと関わっていて下さいと締めくくりまし

た｡

以上大変幅広い内容の講演でした｡

3月 記念例会 3月23日 出席41名

於 釧路パシフィックホテル

釧路あすなろクラブ

創立35周年記念例会

(詳 しくは､P38に掲載)

4月 例会 4月8日 出席28名

於 生涯学習センター

4月例会は第 4部会担当例会で､テーマを

『石炭産業の現状 と将来の展望』 と題 し講師に

太平洋炭砿総務課長の菊池靖則氏を招いて行わ
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れた｡

講演ではまず太平洋炭砿の現状をスライ ドを交

え紹介いただいた｡

そして企業として存続をかけての努力 (例えば

新規採用を止め少数による効率化及び最新型機

械の導入によるコス トダウン等)を続けている

事などの説明をいただいた｡

それでもなおかつ埋まらない内外価格差や国の

石炭政策の方向性など､とりまく環境の厳 しい

現状についても説明いただいた｡

その後本会員より存続の意義及び見通 し､グル

ープの経営多角化の現況､地域に対する経済的

影響度など､かなり突っ込んだ質問がなされ熱

気のある例会となった｡

5月 例会 5月8日 出席32名

於 生涯学習センター

発表者 :安藤栄治 市橋清捷 加賀省二 佐藤

修一 司会 本間鉄夫 各会員

テーマ : 『釧路の港を考える』

釧路港は､明治23年特別輸出港に指定 され､

明治32年 8月4日普通貿易港 として開港 しまし

た｡その後大正11年商防波堤完成｡昭和13年北

埠頭の埋立工事着工､昭和26年重要港湾指定､

昭和33年中央埠頭建設工事着工､昭和36年西港

計画の素案が発表され44年着工 し現在に至って

います｡

6月 懇親例会 6月6日 出席34名

於 笛園ビル とん壱

6月例会は事務局担当の懇親例会で､稲場会

長の挨拶の後 4､ 5月担当の第 4､第 2各部会

長より総括報告がありました｡

その後アルコールを交えながら会員相互の交流

と親睦を深めました｡

7月 例会 7月8日 出席26名

於 生涯学習センター

7月例会は第 1部会担当例会でテーマを 『国

際社会における日本 と釧路』と題 し講師に鈴木

宗男代議士を招いて行われた｡

北方領土問題や矢臼別の現状を説明 して頂 き又

国際人としての心の持ち方などについて話 して

頂 きました｡

会員の色々な質問にも答えて頂 き熱気のある例

会となりました｡

8月 例会 8月8日 出席29名

於 生涯学習センター

ァ-マ : 『釧路町 ･釧路市の合併を考える』

第 1部 資料で見る釧路町 ･釧路市

第 2部 合併推進反対無関心派意見発表討論

第 3部 質疑応答 ･総括

8月例会は､第 2部会の加賀会員の応援を得な

がら､第3部会会員の皆様 と協議 して行 く傍 ら､

釧路町 ･釧路市の歴史や､現状の一端が知 り得

た事それを担当部会にて発表 し､さらに会員の

皆様 と一緒に勉強が出来た事は､意義が有った

例会と思われます｡

9月 例会 9月6-7日 出席15名

於 弟子屈当別 大鵬荘

9月例会は数年振 りの管外研修にて 1泊 2日

で弟子屈へ出かけました｡

時節柄参加人数は15名の少々もの足 りなさもあ

りましたが､天候にも恵まれ親睦ゴルフの後大

鵬荘にて例会が行われ畑会員､稲場会員のスピ

ーチ (フリーテーマ) と続 き懇親会- と移 り大

変盛 り上が りました｡

今回は会員以外の講師など呼ばずに会員相互の

スピーチ等内容 も本音であ り非常に打ち解けた

例会になったと思います｡
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10月 例会 10月7日 出席21名

於 生涯学習センター

10月例会は執行部担当例会で､テーマを 『釧

路経済の現況と予測』と題 し講師に帝国データ

バ ンク釧路支店長の伊藤辰男氏を招いて行われ

た｡

講演ではまず全国 ･全道 ･釧根の経済を対比 し

釧根経済の特徴及び現在の状況を分析 していた

だいた｡

11月 例会 11月 7日 出席25名

於 生涯学習センター

11月例会は執行部担当例会で､テーマを 『次

期執行部への提案』と題 し稲場会長の挨拶の後

7､8月担当の第 1､3各部会長より総括報告

がありました｡

その後､各部会より次期執行部-の提案をして

頂 き最後に次期会長に内定 している木内会員よ

り次年度のあすなろクラブを語って頂 き大変内

容の濃い例会となりました｡

12月 家族クリスマス例会 12月7日

出席33名

於 釧路パシフィックホテル

あすなろクラブ家族クリスマス例会を釧路パ

シフィックホテルにて開催いたしました｡多数

の会員､家族の皆様に御出席頂 き､食事､ゲー

ム､プレゼントなど楽 しいクリスマス例会とな

りました｡

クリスマス委員の皆様大変御苦労様でした｡

平成10年度

1月 第36期総会 1月18日 出席38名

於 釧路パシフィックホテル

平成10年度定期総会は､釧路パシフィックホ

テルで開催｡出席38名の内､青木会員が議長に

選出され､議案が審議 されました｡新役員は以

下の通 り承認されました｡

会 長 木 内 慎太郎

副 会 長 畑

･' 平

事 務 局 長 谷

事務局次長 本

佐

稔

雄

四

俊

一

幹

正

英

誠

野

口

間

藤

監 査 佐 藤 茂 良

', 野 口 仁

2月 送別例会 2月 6日 出席36名

於 案山子

2月例会は､昨年クラブを退会なされた､チ

ャーターメンバーの今田氏による､｢釧路あす

なろクラブへ物申す｣をタイ トルに､熱 く語っ

て頂 きました｡本席は､今田氏の送別と慰労の

会 も併せて行ない､沢山の方々の参加を得て､

楽 しい一時となり､本会より､感謝状 と記念品

を贈 り､感謝の意を表 しました｡

3月 例会 3月6日 出席33名

於 釧路プリンスホテル

3月例会は､久 し振 りに､本会員の伊東道議

会議員による.｢民意を道政に｣の講演を頂 きま

した｡

伊東会員は､本会より､政治の道-本格的に挑

戟 し､市議を経て､正義感溢れる北海道議員 と

して､活躍されてお ります｡一層の健斗を､期

待致 します｡

4月 例会 4月 7日 出席25名

於 釧路プリンスホテル

4月例会は､『歴代会長のクラブ発展を共に

歩んで』 と題 し､17代会長 泰地秀信､20代会

長 宮沢昌典､22代会長 稲場文男氏 3名の出

席で行なわれ､会長当時の思い出や苦労話 し等､
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これからのクラブ運営に対 して貴重なお話 しを

賜 りました｡

5月 例会 5月7日 出席25名

於 釧路プリンスホテル

5月例会は､『活躍するグループを紹介』 と

題 し､飯田正幸会員 ･稲場文男会員 ･泰地秀信

会員 ･三輪昌博会員の4名が､現在各々が所属

して活躍 しているそれぞれの会の､設立の経

緯 ･諸経費 ･会員数 ･活動等について､さらに

本会との比較 もあって､意義の有るお話を､賜

りました｡

6月 例会 6月5日 出席39名

於 釧路プリンスホテル

｢綿貫市長 と語る｣

久 し振 り (昭和60年)に釧路市長をお招 きし

て､各部会からの質問､提案事項を綿貫市長が

2時間に亘 り答弁､ご説明 して戴 き､熱の入っ

た中身の濃い例会であったと会員皆様から評価

のあった例会であ りました｡

綿貫市長の今後のご活躍､市の活性化を願い､

ご出席を感謝致 します｡

7月 家族野外 レクレーション 7月19日

出席16名

於 新釧路川河畔公園

7月例会は､前 日より､悪天候の為､中止か､

又はテントを張っての､野外 レクレーションか

と､執行部が迷った割には､当日は､絶好の野

外 レクレーション日和 り｡

右側に新釧路川を望む河畔公園で､厚岸 より沢

山の生カキを炭火で焼 き､サンマ､イカと生 ビ

ールも一層の美味を誘った野外 レクレーション

でした｡

設営に協力を頂いた会員 ･役員の皆様 ご苦労様

で した｡

8月 ビール例会 8月7日 出席28名

於 MOO銀座 ライオン

8月例会は､前月の野外 レクに続いて､ 2ケ月

続 くアルコール例会で､出席率が気になる所で

したが､意に計 らず､28名の､倍の出席が見込

まれた､ビール例会で した｡

さすがに､本会の伝統は､強 く残っていました｡

9月 例会 9月8日 出席27名

於 釧路プリンスホテル

『あすなろクラブ40周年に向けて､資料の保存

と､内規の作成』
9月例会は､クラブ発足来､36年間引継 ぎし

て来た書類又､執行部が､これから保存運営す

る為の､クラブの内規､引継 ぎ類を討議 して頂

き了解を得 ましたので､執行 して参 ります｡

10月 管外懇親例会 10月17-18日

出席24名

於 川湯観光ホテル

10月の管外懇親例会は､本会恒例の､一泊例

会で､川湯温泉の､川場観光ホテルで行われま

した｡前年より再開された､管外研修でもあ り､

24名の参加の中､ゴルフ同好会の方は先発隊で､

プレーの後､川湯入 り｡ 参加者一同は､懇親会

を待ち切れず､缶 ビールが足 りなくなる程､豪

快な飲みっぷ りの為､急拠､缶ビールを手配 し

た程､会員の皆様､一泊例会を楽 しく過ごして

頂 き､年間テーマ ｢人と和す｣を実践｡

11月 例会 11月 6日 出席23名

於 釧路プリンスホテル

｢次期執行部-の提案例会｣

11月例会は､次年度会長に指名内定された飯田

正幸会員 と､本年度会長である木内会長による

｢次期執行部-の提案例会｣を行いました｡
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12月 忘年例会 12月 5日 出席35名

於 釧路プリンスホテル

12月例会は､あすなろクラブは､長年､家族

クリスマス例会を開催 してお りましたが､クリ

スマス例会の予算は､本会の会運営に支障を来

たす との判断で年度当初の総会で､クリスマス

例会を廃止 し会員の忘年例会へ と､移行を決定

させて頂 き､プリンスホテル様の格段のご配慮

にもよりまして博多直送のふ ぐ料理で､忘年会

を愉快に味わって貰いました｡会員の皆様､お

味はどうでした ?

平成11年度

1月 第37期総会 1月9日 出席35名

於 釧路プリンスホテル

平成11年度､第37期総会がプリンスホテルで

開催 され､審議に先立ち議長選出をはか り､宮

津会員が議長に選出され､宮津議長の進行のも

と､議案が審議 されました｡

第37期役員は以下の通 り承認 されました｡

会 長 飯 田 正 幸

副 会 長 谷 口 正 四

〃 本 間 英 俊

事 務 局 長 福 田 紀 幸

事務局次長 関 昭 次

ク 石 田

監 査 須 崎

･' 山 口

)

軍! ←T与も.:;;p メx:. _触~-■

2月 例会 2月 9日 出席27名

於 釧路プリンスホテル

例会テーマ ｢ザ ッ 税金｣

例会講師 青木孝志税理士事務所

税理士 青 木 孝 志

2月例会は ｢ザ ッ税金｣ というテーマで開催

致 しました｡青木税理士事務所の所長であ りま

す青木先生をお迎えし､税金に対 して講演を頂

きました｡

最初は税金の種類の説明の後､税務調査の昔の

方法 と現在の調査の実態や方法をおもしろおか

しくお話 しして頂 きました｡

3月 例会 3月4日 出席24名

於 釧路プリンスホテル

ァ-マ ｢救急救命｣

例会講師 釧路市東消防署武佐支署政急係

係長 矢 内 達 也

釧路市中央消防署救急係

主任 高 杉 浩

3月例会は ｢救急救命｣ というテーマで開催

致 しました｡釧路市の消防署 より2名の講師を

お招 きし､救急救命 という､人命に係わる講義

を受けました｡

講義内容

1)心肺蘇生法について

2)実技指導

○観察要領 ○人工呼吸

○気道確保 ○心臓マッサージ

4月 例会 4月 8日 出席27名

於 釧路プリンスホテル

ァ-マ ｢会員スピーチ例会｣
本例会は会員スピーチ例会 といたしました｡

杉山会員 ｢会社紹介及び仕事関係｣

太田会員 ｢会社紹介及び仕事関係｣

以下23会員 ｡

スピーチの時間が 2分30秒 という事で大半の

方が早 く感 じられ､思うように話せなかったと

感 じられた方が多いようです｡時間の関係上短

く設定 した事を深 くお詫び申し上げます｡
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5月 ビール例会 5月13日 出席29名

於 釧路パシフィックホテル

ァ-マ ｢ビール例会｣

本例会は久々に飲食の伴 うビール例会で し

た｡会員同志が飲み交わし大いに語 りあえた例

会だったと思います｡

6月 例会 6月10日 出席37名

於 釧路プリンスホテル

ァ-マ ｢暴力団と企業｣

本例会は北海道釧路方面釧路警察署 ･刑事第

二課暴力団対策係 ･刑事係長の高橋永保 さんを

講師にお迎えし ｢暴力団と企業｣について講演

を頂 き､自分たちが知 らない内に暴力団に間接

的な協力をし､チ ョットの隙を見せると必然 と

犯罪に巻き込まれる恐ろしさを感 じました｡

7月 例会 ･仮決算 ･会食の夕べ 7月 8日

出席24名

於 釧路プリンスホテル

ァ-マ ｢釧路あすなろクラブ 半期を終えて

仮決算報告と会食の夕べ｣

本例会は半期を終え､クラブの仮決算報告 と

会食の夕べを実施致 しました｡

いつものセレモニー後､仮決算を報告をし､そ

の後プリンスホテルの13階のスカイレス トラン

に上が り､会食の夕べ と題 し､会員の交流を深

めました｡

おかげさまで和気あいあいのなか､大変意義の

あった例会であったと思います｡これからも今

年の年間テーマであ ります ｢交流｣を主題に多

くの交流の場 を提供で きればと考 えてお りま

す｡

8月 家族 レクレーション 8月8日

出席18名

於 太平洋パークゴルフ場･ヒルトップ

ァ-マ ｢家族 レクレーション｣

本例会は家族を交え､スポーツをしながら会

員及び家族のレクレーションと位置づけ開催 さ

れました｡当日は天気に恵まれ､朝からさわや

か気分でのぞみ和気あいあいのうちにパークゴ

ルフを終えました｡パークゴルフ終了後表彰式

と食事会を兼ね会場をヒル トップビアガーデン

に移 し､これもなごやかな雰囲気のうちに終え

る事ができました｡

9月 一泊研修例会 9月11-12日

出席23名

於 阿寒湖ホテルエメラル ド

ァ-マ ｢一泊研修例会｣

本例会は一泊研修例会 として開催 されまし

た｡ 9月11日､現地に4時に集合 し､ゆっくり

温泉に入って もらい､ 6時 より開催 されまし

た｡

本年度の年間テーマである ｢交流｣をふまえ､

和気あいあいのなか､大いに交流を深めて頂い

た例会だと思います｡

10月 例会 10月 7日 出席21名

於 釧路プリンスホテル

ァ-マ ｢講師例会｣

本例会は現在､丸中釧路中央青果㈱代表取締

役であ り､本会のOBでもあ ります寺前利彦氏

をお招 きし､"一度､地獄 を見た男"その時､

学んだものと題 しましてご講演をいただきまし

た｡同氏の講演は最初からインパク トのあるお

話をして頂 き､商売上の駆け引きを中心に､今

までの自分に対 しての人生観等をお話 して頂 き

ました｡

11月 例会 11月4日 出席32名

於 釧路プリンスホテル

テーマ インターネットを実践 して見よう

本例会はNTT東 日本様のご協力により "イン

ターネットを実践 して見 よう"というテーマで

開催いたしました｡

最初にNTT東 日本釧路支店営業部長の大津哲夫

氏により､インターネットの実情やISDN回線や

通信情報について講演を頂 きました｡

12月 忘年例会 12月 4日 出席29名

於 釧路プリンスホテル
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テーマ 忘年例会

本例会は本年度最後の例会として忘年例会が

行われました｡

釧路プリンスホテルの宴会室で行われ､通常セ

レモニーの後､11月例会に於ける第 1部会の

100%例会出席の特別表彰が行われました｡

その後､乾杯に続き懇親会が開催され､ゲー

ム等を通 じ､今年のテーマであ ります ｢交流｣

が和気あいあいの中､おおいに計 られたと信 じ

ます｡

平成12年度

1月 第38期定時総会 1月15日

出席33名

於 釧路プリンスホテル

第38期あすなろクラブ定時総会が､1月15日､

釧路プリンスホテルで開催され､飯田会長より､

新年の挨拶と､ 1月12日に他界されました､立

花会員のお話があり､その後､黙祷 福田事務

局長の司会で総会に入 りました｡

市橋会員が議長に選出され､総会が進行され

ました｡

今期､38期の新執行部は次の通 りです｡

会 長 安藤 栄治

副 会 長

事 務 局 長

事務局次長

監 査

2月 例会

中尾 嘉男 大串 希昭

佐藤 誠一

奥村 英和 宮崎 博好

畑 稔 伊藤 雅章

2月3日 出席27名

於 釧路プリンスホテル

2月例会は､伊東良孝会員 を講師に迎え､

『21世紀の北海道そして釧路』と題 して講演を

して頂きました｡

北海道も釧路も､金がない､この様な厳 しい

中にあって､道民 ･市民の要望を聞き､予算等

を獲得するのが､政治家の使命 と心強い言葉を

聞かされ､会の仲間として釧路市民として､心

強 く期待を抱いた事と思います｡

本日は､時節柄ご多忙の中､講師をして頂き

大変ご苦労様でした｡

3月 例会 3月9日 出席24名

於 釧路プリンスホテル

3月例会は､菊池吾郎会員 を講師に迎え､

『お宮に行こう』と題 して､神社の基礎知識を

知るをテーマに講演 して頂きました｡

日本の神様は､自然そのもので有 り､自然を

崇拝 し､自然の恵みに感謝する気持ちが､お供

えとして自然界に返す行為が､詞 (ほこら)を

建てるようになり､神社の形が出来上がったそ

うです｡

4月 例会 4月6日 出席30名

於 釧路プリンスホテル

4月例会は､第 1部会 (須崎部会長)の担当

例会で､及川有田申会員を迎えて､テーマに 『こ

れが介護保険だ』と題 して､講演 して頂きまし

た｡

既在の ｢老人福祉制度｣ と ｢老人保険制度｣
に中､今までは家族主体であった介護を､今は

社会全体で支え合う制度､これがこの度､スタ

ー トした介護保険だそうです｡

5月 例会 5月11日 出席28名

於 釧路プリンスホテル

5月例会は､釧路新聞社 編集局長 伊藤

豊様を講師に迎えて､演題 『最近の釧路におけ

る四方山話』と題 して､講演 して頂きました｡

伊藤編集局長様 より挨拶が有 り､そして片山

会長と 『釧路あすなろクラブ』との関係等につ

いて昔話を色々とお話がなされた後､本題に入

り､道東地元紙釧路新聞社の編集局長と言う立

場で様々な資料 ･数字などを交えて､テーマに

そって､広範囲にお話を頂き､最近の釧路を知

らせて頂きました｡

資料に見る開発予算の推移 ･他都市に比べて

の人口減少率 ･表情豊かな釧路等々､誇れる事

が沢山有るのに､釧路市民は ｢隣の芝生を羨み｣

｢灯台元暗｣的感 じが受けられる､会員 も含め

釧路市民はもっと自信を持つべき､そして街全

体をイメージアップする努力を､経済研修団体

会員各位 としても実践 してはしいとの旨提言が

有 りました｡

私達会員に取っては､釧路地域を再認識する

講演では無かったかと思います｡

近々共栄大通 り7r目の交差点も特殊舗装が

成される様ですが､寝不足そして業務ご多忙の
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中､講演をして頂 きました 伊藤編集局長様に

は､改めて御礼 申 し上げます と共 に､今後共

当釧路あすなろクラブに対 して､ご指導､ご鞭

接の程､宜 しくお願い致 します｡

6月 ビール例会 6月 8日 出席38名

於 釧路パシフィックホテル

6月例会は､事務局担当による懇親 (ビール

例会)例会で､安藤会長の挨拶の後､大串副会

長の音頭で開催 されました｡

当日は､各部会貝が偏 らない様､クジ引 きに

よって､指定されましたテーブルに着席 して頂

き､アルコールを交えなが ら､会員相互の交流

と親睦を深めなが らお互いが知 りあって頂けた

ものと思います｡

7月 例会 7月 6日 出席28名

於 釧路プリンスホテル

7月例会は､第 2部会 (杉山部会長)担当月

例会であ りまして､テーマは 『第 2部会おおい

に語る』で､杉山部会長が進行司会者｡

8月 例会 8月10日 出席26名

於 釧路プリンスホテル

8月例会は､第 3部会 (野口部会長)の担当

例会であ りまして､釧路地方気象台 次長の藤

田英治様 を講師に迎え､『釧路地方の気象 ･地

震』 と題 し､講演 をして頂 きました｡

まず野口部会長 より講師の略歴が報告 された

後､帯広を皮切 りに道東を主に釧路が 3度めと

言う藤田様 より自己紹介の後､本 Rのテーマに

沿ってお話を頂 きました｡

身近 にあ り知っている様 で知 らない気象の事

等､大変勉強になりました｡

9月 一泊研修例会 9月 9-10日

出席17名

於 別海町の施設にて

9月例会は､一泊研修例会で した｡

雨が降 りそうな天気で したが､車に分乗 して別

海町に向かいました｡

9月4日にオープンしたばか りで､まだ一度

も使用されていない ミルクランド (別海町酪農

工場)で施設の説明を受けた後､さっそ くバタ

ー造 りに挑戦｡ (自作のバ ターに味はいかがで

したか ?)

天気予報は雨 と悪かったのですが､参加者の

精進良 く雨にも振 られず意義有る体験研修例会

だったと思います､参加者の皆様 ご苦労様で し

た｡

10月 例会 10月5口 出席27名

於 釧路プリンスホテル

10月例会は､釧路体力テス ト貞協議会 会長

小田原恒雄株 と幹事の佐藤裕子様 を迎えてテー

マ 『己の体力 を知る』で実施致 しました｡

事務局が御二人を紹介 し､小田原会長 より体力

測定に係る事前説明がなされ､佐藤幹事 さんの

指導にて､準備運動の開始､ポキポキと言った

音が聞こえ､身体の硬 さを実感 した所です｡

11月 例会 11月9日 出席33名

於 釧路プリンスホテル

11月例会は､第 4部会 (斎藤部会長)の担当

月例会で した､ 2期 日をス ター トした釧路市

長 ･綿貫健輔様 を講師に迎え､テーマ 『綿貫市
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長-の期待』と題 して講演 して頂 きました｡初

めに斎藤部会長の挨拶が有 り､柵木副部会長が

司会進行係 として､先に提示 してありました質

問状に則 り､質問し綿貫市長より説明をして頂

きました｡

12月 忘年会例会 12月7日 出席38名

於 釧路プリンスホテル

第38期 最後の12月例会は､恒例 となりまし

た忘年会例会でした｡

本会も､ 1月から色々と有 りましたが､会員

相互の交流と親睦を深めながら､さらにお互い

が "知" り合っていただけたと思います｡

平成13年度

1月 第39期定期総会 1月13日

出席35名

於 釧路パシフィックホテル

平成13年度､39期総会が､釧路パシフィック

ホテルを会場に､午後 6時より行なわれ､佐藤

事務局長より昨年他界されました､立花会員､

稲場会員 2名のご冥福を祈 り黙祷 その後､安

藤会長より新年の挨拶､一年の活動を振 り返 り

お話があり､佐藤事務局長の司会で総会に入 り

ました｡

木内会員が議長に選出され､総会が進行されま

した｡

第39期新執行部は次の通 りです｡

会 長 中尾 嘉男

副 会 長 谷口 正四 大谷 真市

事 務 局 長 須崎 幸蔵

事務局次長 坂本 裕人 坂東 勉

監 査 本間 英俊 近藤 義男

2月 例会 2月8日 出席34名

於 釧路パシフィックホテル

｢伊東道議活動報告｣

太平洋炭坑事故に関して閉山に追い込まれ無

いように危倶 している｡ 工業技術センター (大

楽毛)の開設に当たり釧路の工業技術の向上に

つながる大事な施設です｡

捕鯨についての現状と将来について等｡

伊東会員には､長時間に亘 り､我々釧路市の

かかえる諸問題を､適格にお話 しを語って頂 き､

厳 しい現状を､改めて認識致 しました｡

3月 例会 3月3日 出席25名

於 王子製紙釧路工場

3月例会は､王子製紙釧路工場棟のご協力に

より ｢地球環境を考える｣をテーマに施設見学

を実施致 しました｡

ご協力頂 きました王子製紙釧路工場の伊香賀

管理部長､佐藤管理主任を始め従業員の皆様に

は夜遅 くまで貴重な､お時間をさいて､ご協力

頂き心より感謝申し上げます｡

4月 例会 4月11日 出席39名

於 釧路パシフィックホテル

4月例会は､執行部担当で､｢合同酒宴例会｣

を開催 し､日頃､会貞同士のコミュニケーショ

ンの場が少ないと考え今回の合同例会となりま

した｡

出席された全会員の皆さんは､会員相互の意

見交換を仕合い､和気合いあいと和やかな時間

の中､例会を無事終了いたしました｡

5月 例会 5月 9日 出席28名

於 釧路パシフィックホテル

｢マイラインと各種アラカル ト｣

■･/.....′:-I;:微々 =;,--",F ;

O､韓を杉

+∫+

i 言を

'' 善し.I_.=ち_∴､~̀

i.--..猿払 d…三瀞.-,97議-.1~､■伊-貰-:-/._～

5月例会はIT産業の中でも､最先端を進む､

NTTの佐藤氏より､今話題のマイラインについ

てスライ ドを含めた､納得のい く説明を受け､

通信網のコンピューター化に新めて感心を致 し

ました｡

6月 例会 6月6日 出席28名

於 釧路パシフィックホテル

6月例会は､執行部担当例会で､釧路ユネス

コ協会 理事 ･釧路市監査委員､柴崎光一様を

講師として迎えテーマ 『幻想の世界オーロラに

見 せ られて』

サブタイ トル 『再びその神秘な輝 きを求めて』
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と題 して講演が始まりました｡

柴崎様の趣味は､写真撮影で始めは身近なもの

から始まりオーロラに興味を持ち2000年 1月初

めて､オーロラが放つ神秘な自然現象を自分の

目に収める為､又､写真撮影出来る事を夢見て

目的地であるカナダのフオー ト･マクマレーに

行 き幻想的で神秘なオーロラを見てカメラに収

めることが出来たそうです｡

7月 ビール例会 7月6日 出席41名

於 釧路パシフィックホテル

｢ビール例会｣

恒例 となった､ビール例会ですが､さすが､

アルコール例会は出席率が良いという､定説は

まだ残ってお り､沢山の出席を得ました｡

会員相互の親睦を図 り相互の見聞を広める為に

は良い機会でないかと思います｡非常に和やか

な例会でした｡

8月 例会 8月9日 出席33名

於 釧路パシフィックホテル

8月例会は､第 1､第 2部会 (坂上､近藤部

会長)の担当例会であ りまして､元衆議院議員

鰐淵俊之様 を講師に迎え､『鰐淵俊之氏おおい

に語る』と題 し､講演をして頂 きました｡

今の小泉政権のお話や釧路の三大基幹産業の将

来､これからの地方政治あ り方釧路周辺の町村

合併問題等又､政治の面白いお話や駆け引き普

段我々が､開けないお話などユーモアを取 り入

れて､ご講演いただき大変楽 しく又､大変勉強

になり貴重な2時間でした｡

9月 例会 9月7日 出席31名

於 釧路パシフィックホテル

9月例会は､｢近隣町村から見た釧路市｣ と

して近年､合併問題で釧路市を核 とした話題が

盛んな中､白糠町長の棚野孝夫氏を講師に､お

話 しを伺った｡

合併問題について､釧､釧合併が非常に騒がれ

ているが目先のことにとらわれず広い視野で望

むべ き又､広域合併 も考え近隣町村 との話 し合

いも必要ではないか｡合併問題に対 して住民の

意識向上が必要｡

以上､棚野町長より見た､広域合併問題等に

ついても､棚野町長の しっか りした持論の元､

慎重な態度が印象に残 りました｡

10月 宿泊例会 10月 6-7日 出席23名

於 川場観光ホテル

10月例会は､宿泊研修例会で した｡午後 6時

30分より例会が始まり中尾会長より挨拶があり

その後､大谷副会長の音頭で懇親会を開始､懇

親会の中では余興などが用意され皆さん童心に

かえり楽 しんでおられ､なごやかな雰囲気の中､

懇談され有意義な一日を過ごしました｡

11月 例会 11月 7日 出席39名

於 釧路パシフィックホテル

11月例会は､医学博士､加勢内科医院院長､

加勢一夫様 を講師に迎え､『生活習慣病』と題

して講演 して頂 きました｡

加勢先生は､成人病の権威で中でも糖尿病に

ついては､特に研究をされているとのことで特

に糖尿病について多 くお話をされました｡加勢

先生には､ご講演いただき大変楽 しく又､大変

勉強になり貴重な2時間で した､大変ご多忙中

のところ貴重なお時間をさいて頂 き誠にあ りが

とう御座いました｡

12月 忘年会例会 12月8日 出席40名

於 釧路パシフィックホテル

12月例会は､今年度又､39期最後の例会 とし

て忘年会例会が行われました｡

釧路パシフィックホテル新館にて行われ､中尾

会長にご挨拶を頂 き谷口副会長の乾杯の音頭で

忘年会例会が､スター トしました｡

余興では様々なゲームが行われ先輩会員 も新人

会員 も童心に戻 り和気あいあいの中､会員相互

の親睦を図れたと思います｡
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特集 創立30周年記念式典

二丁一二釧緒方す ろクラブ剖立30周年記念L-二~-

〔記念講演〕

式典に先立ち､釧路公立大学長高嶋正彦氏より

｢現代の若者気質を考え大学教育の役割に及ぶ｣

をテーマに大変有意義な記念講演をして頂 きま

した｡

〔記念式典〕

30周年式典は､国歌斉唱､信条朗読､物故会員

黙祷 とつづ き､伊東会長挨拶では､｢釧路あす

なろクラブも世界の動きを見つめ､21世紀を迎

える街づ くりのために､これからも知恵を出し､

汗を流 していきたい｣ と決意を新たにし､｢こ

れまでのご厚情に深 く感謝申し上げます｡｣ と

挨拶｡続いて実行委員長経過報告では､｢昨年

2月より協議を重ね､組織､予算､開催要領等

を決定 し､執行部並びに各委員の協力を得て､

本 日の運びとな り心 より感謝 を捧げる次第で

す｡｣最上委員長挨拶のあと､来賓招介､感謝

状並びに在籍表彰をおこないました｡(後記に

氏名等を記載)

当クラブより､釧路市中小企業活性化基金-10

万円､釧路公立大学寄付金へ10万円､釧新教育

芸術振興基金-10万円を贈呈いたしました｡

来賓の鰐淵俊之釧路市長､栗林定徳商工会議所

会頭､片山睦三釧路新聞社長は ｢30年という歴

史をたたえなが らクラブの信条である､｢郷土

を愛 し､仕事に徹 し､人と和す｣を今後も堅持

してほしい｣と祝辞を頂きました｡

来賓､会員多数の出席を頂 き盛大に30周年記念

式典.祝賀会を行なう事ができ､実行委員の方

式典に携わった方々に心より厚 くお礼申し上げ

ます｡

｢1'L~～l~~--~--'-~一一.一二一､_._"_､､._

▲式典に参列された来賓の皆様
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釧路あすなろクラブ創立30周年記念式典
と き 平成 4年 2月15日 PM4:00 ところ 釧路パシフィックホテル

出席 1部会14名 ･2部会12名 ･3部会13名 ･4部会15名

特別会員 6名 ･来賓 7名 ･元会員 6名 計73名

●招待者御芳名●

御 来 賓

釧 路 市 長 鰐淵

釧路 商 工 会 議 所 会 頭 栗林

釧 路 公 立 大 学 学 長 高嶋

釧 路 新 聞 社 社 長 片山

サ ッポロビール㈱支店長 森

福 司 酒 造 ㈱ 社 長 梁瀬

顧 問 横地

フ⊂ 会 員

梶 正義 殿 小沢

佐藤 六郎 殿 川田

伊藤 史顕 殿 藤野

責iiiijiiij

毎堪 捻 武藤

lLl

▲伊東良孝会長

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

之

徳

彦

三

二

也

幸

便

走

正

睦

正

誠

重

殿

殿

殿

男

旭

文

敏

春

伯

感 謝 状

前 会 長

●感謝状並びに表彰著名●

第15代 寺前 利彦

第16代 小林 善雄

第17代 泰地 秀信

特別会員 儀俄 政夫

室本 義信

小林 久雄

表 彰 状

30年在籍会員

20年在籍会員

15年在籍会員

瀬村 哲雄

綿貫 利次

武藤周治郎

忠

信秀

田

地

松

泰

勇
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上
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特集 創立35周年記念例会
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･云 ふ 滝 i 志

｢釧路あすなろクラブ｣が､発足35周年を迎え

記念式典の開催を考えた時､バブル崩壊後の末

曽有の不景気の時代､原点を見つめ､情報交換

を活発にし､経済研修団体 としての当クラブの

存続意味を考慮 し､記念式典を廃 し40周年に向

けて体力を温存する事を第一義 として記念例会

という形で､祝う事に決定致 しました｡

35周年記念例会は､記念写真の撮影､開会の

辞､信条朗読､稲場会長の挨拶 と続 き歴代会長

4名の表彰が行なわれました｡

引き続 き行なわれた懇親会には､元会員を初

め多数の出席を頂き､会員相互の交流 と親睦を

深めて頂 きました｡

尚 本例会において新入会員 2名が承認され

ました｡

▲稲場会長

釧路あすなろクラブ創立35周年記念例会

日時 平成 9年 3月23日

午後 6:00開会 (午後 5:00より受付)

場所 釧路パシフィックホテル新館

式次第

1.開会の辞

2.信条朗読

3.会長挨拶

4.歴代会長表彰

第18代会長

第19代会長

第20代会長

第21代会長

5.新入会員紹介

6.祝 宴

7.開会の辞

孝

夫

典

捷

良

鉄

昌

清

東

間

揮

橋

伊

本

宮

市

▲最上勇元会長より挨拶
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田 英 三 (S37入会)

あすなろの木が樹齢40年､緑を稔 らせて大きな幹になり､蓮 しく育ちました｡

私の小 さな居部屋の壁に今でもクラブの信条額 と私が退会の折 り､皆さんが催 して頂いた送別会

時の記念写真の額が一緒に並んで掲げられてお り､朝夕､昔を偲びつつ懐か しく､諸氏の活躍を陰

乍 ら､見守っている一人でございます｡改めて記念すべ き創立40周年を迎えましたことを衷心より

お慶び申し上げます｡

クラブ創設期より､係わっていたということで記念誌に寄稿のご指名を戴 き､その光栄に心から

の感謝を申し上げ､価値ある40年の歴史の重みを想い起 し更なる感懐に浸ってお ります｡会員諸氏

のたゆまぬ努力と強固な団結により､多 くの苦難を乗 り越えての継続に､唯々大 きな拍手を贈 りた

いと思います｡

時あたかも世界同時テロと不況に見舞われ､私達の郷土､釧路 も長期化するバブルの後遺症 と､

デフレスパイラルによる流通の変革､基幹産業の情勢変化等､長い トンネルから抜けきれない暗塘

たる現状が続いてお ります｡特に経済の波を､莫 ともに受ける中小企業者の多い本クラブの諸氏に

今こそ､この苦 しさを跳返す工夫 と実行が望まれる時代に入って来ました｡ 時代の変遷を見極め､

クラブの本領である研鉾を積み､相互の貴重な意見交換を重ね行動による新 しい活路を兄い出し発

展 して頂 きたい､この時こそ､あすなろクラブの活躍を期待する時代に入っているのではないかと

想います｡私の人生の中で､誇 りに感ずることはあすなろクラブの会員 として多 くの共感を覚える

友を得たことです｡

私の崇拝する作家吉川英治の､好 きな遺訓に ｢我以外皆我師｣ というのがあ ります｡あすなろク

ラブの信条の ｢人の和｣こそ､会の根本 と思います｡自分自身に無い長所を持つ仲間､意見を共有

出来る友､蜂 りなく本音を語れる同志､親身になって くれる友､年齢の差があっても自分以外は人

生の達人であり人生の良き指導者であ り師です｡あすなろクラブこそ､得難い多 くの師の集団では

ないでしょうか｡

あすなろの木は､500年600年 と神秘的な生命力を持つ､す ぐれた耐朽木だそうです｡40年であれ

ば､正 しく成長期の真只中で青年期 と想います｡更なる年輪を重ね､地味であれ着実に大地に向っ

て根を張って､枝を広げ緑の葉を天空に張 り未来にむけて突 き進んで戴 きたい｡あすなろクラブの

将来の益々の発展を祈念 し､喜びの創立40年を共に祝ってお ります｡
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あすなろクラブ創立40周年記念 を祝 して

小 林 善 雄 (S50入会)

あすなろクラブの皆さん､創立40周年を迎えまして本当におめでとうございます｡衷心よりお慶

び申し上げます｡

ついこの間､30周年記念行事を行い､私は実行委員会の事務局長としてあちこち奔走 しましたが､

あれからもう10年たったのですネ !月日の流れの早いのに驚 くとともに会の一段 との成長に敬意を

表するものでございます｡

私の入会 したのは昭和50年です｡親父が亡 くなって家業を引き継 ぎ､技術屋の私が全 く別世界の

業界に入 り途方に暮れてお りましたところ､敷島商会の瀬村会員から ｢あすなろ｣への入会を勧め

られ会員となりました｡当時は会も発足 してから13年も経過 してお り会の内容 も充実 してお り､そ

んな中で勉強させていただいたのですから私は本当に幸せ者でした｡

クラブの良いところはそれぞれ異業種で忌博のない気持ちで腹を割って話 し合える｡ このお陰で

本当に良い友達もでき､わが家の業績も上げることができました｡

又企業研修団体と言うかたちから､個人としてはなかなか習得できない勉強も出来たと言うこと

は､誠に貴重なことでした｡

例会における名士の方々のご講話､そして又各所に出向いての研修では私の脳裏からいまだ離れ

がたいものとして､太平洋炭鉱坑内見学 (機械化されたとは言え海底炭発掘の大変なことを知った)､

日本銀行釧路支店で島村支店長の講演 と行内見学 (政府機関銀行の仕組みと内部を見聞した)､帯広

の六花享では小田豊四郎社長の六花亭が今 日に至るまでの講演 と工場見学 (特に社長さんを交えて

の十勝川温泉での懇親会は忌博のない話 し合いとなり､有意義な勉強会であった)｡

又泊原子力発電所の見学はいろいろな施設を見て廻って､原子力発電の認識を深めるとともに安

全度 も確認 した｡等々であ りますが､現況の太平洋炭鉱問題､北電の原子力発電問題､日本経済と

金融機関間題などなど､当時とはかなり状況が違ってお りますがいろいろと判断出来るのもあすな

ろクラブでの勉強のお陰と感謝 しております｡

更に楽 しい思い出としては家族 ぐるみでの野外 レク､又毎年12月に行われる家族クリスマスパー

ティです｡これは日頃世話をかけている家族-のサービスで､会員がいろいろと思考を凝らして楽

しんでいただきました｡

奥様は準会員と言う仕組みもあすなろクラブの特徴で､外にないのではないでしょうか｡

現代は私たちが入会 していたころとは世の中の変遷も著 しく､中小企業でもIT化する時代です

ので勉強の範囲も広 くかなりの高度のものも要求されることと思われます｡従ってクラブの在 り方

もいろいろ変わって参 りましょうが､｢郷土を愛 し､仕事に徹 し､人と和す｣と言う信条は変わらな

いと思います｡どうぞ健康には留意 して企業発展のため大いに頑張ってください｡

今後の益々のご発展を祈念申し上げます｡
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クラブ在籍中の思い出

田 中 幸 一 (S46入会)

昭和46年入会の私は､当時の工業部会に所属 しなが ら､例会や部会に､又､各種行事に､他部会

員 との会話を楽 しみに､期待感をもって､出席 していた事 を､懐か しく思い出されます｡厳島神社

大祭には､供奉班 として､十数年参加 し､我が郷土のその年々の変遷を肌で感 じなが ら､足 を棒に

しながら､行列に参加 した事が､懐か しく思い出します｡

家族クリスマス会では､各部持廻 り制で数少ない予算で､いかに楽 しい会に出来るかと､知恵を

絞 りながら､手造 りの会をモ ットーに､参加 した家族会員のサービスに､駈け廻った夜が懐か しく

思います｡その他､あすなろ花壇作 りや管外研修で自家用車を走 らせた事｡夏の家族 レクレーショ

ン等｡どれをとっても掛替の無い思い出で-ばいです｡

常にクラブ信条の元､研修課題 を手探 りしなが ら､あすなろ精神で研賛を重ねられる諸兄のご健

勝 とクラブの益々の発展を祈念申し上げます｡

四十周年を祝す

多 賀 輝 夫 (S44入会)

設立40周年にあた り心よりご祝福 を申しあげます｡

あすなろクラブ-の入会を認められたのは､宮田消火器㈱釧路支店に勤務 して当時の社長佐々木政

勝会員の代理 として会議等に出席 させて頂いたのが懐 しく想い出されます｡毎回の会議では先輩会

員の温い思遣 りと新会員に対する厳 しいマナーの指導又経営者 としての自覚に目覚め社会に奉仕出

来うる会員に育つ事 を願いつつの学びに緊張のあまり汗をかいた事が懐しく思い出されます｡

例会の席では大変厳 しかったが､年に何回かの家族慰安会 とレクレーションは他の会ではあ じわ

う事の出来ない楽 しい会で したね｡なかでも一番記憶 にのこっている学習会は北斗において馬の種

付け見学会で したね｡

私 Lは境港市の生れで漁業が盛んで農業関係 とは縁がなく馬の種付は始めての経験で したので強

烈な光景に同時期入会された森下会員 とかたづをのんで見学 した事が思い出されます｡

会員で写真集や 8ミリテープを写 した方がいて家族に隠れて見た事 も懐 しい思い出です｡後に小

さな会社の経営者にな り事業 を展開 して屠 りますが､現在の様 な不況の時に生 き残 りを計るため苦

労の連続ですが､あすなろクラブで先輩諸氏から学んで勉強 した事が役立って居 ります｡会社設立

以来30年間無難に過せた事に感謝 しクラブの信条通 りの生 きかたを今後 も守って行 きます｡生涯学

習の道場 としてのクラブの存続を願いとしてむすびます｡
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あすなろの思い出

佐 藤 和 安 (S54入会)

入会 したのは29歳､年齢構成がとても幅広いクラブでしたが ｢君 も家族だよ｣という空気があり､

若輩で礼儀知らずの自分を暖か く受け入れてくれました｡

懐の深い先輩諸氏があすなろ独特の雰囲気を作 り上げてお り､年齢 ･役職職業を越え､誰にでも

自由に活連な意見交換や活動の場を与えてくれました｡

この経験は今の自分に大切な財産となっています｡

仕事上､例会になかなか出席できず退会致 しましたが､これからも他の団体には無いあすなろの

特色を活かし､会員皆様のご発展をお祈 り致 します｡

釧路あすなろクラブの40周年によせて

中 村 正 嗣 (H3入会)

40周年と聞き､30周年記念誌を書庫から引き出しページを繰ると､青木準司さん､稲場文男さん､

国光勝広 さん､小林久雄さん､本間鉄夫さん､そのほかにも釧路を去 られた方､残念ながら亡 くな

られた方など､なつか しい顔に出会えました｡と同時に10年の年月の流れの速さを､改めて感 じさ

せ られもしました｡私 もJCをはじめ色々な団体に所属 しましたが､あすなろクラブは人数的に仲

間意識を維持するのに､ちょうど良い数で楽 しく活動させていただきました｡市議会議員となって､

ますます忙 しくなり､当社の総支配人､近藤義男君 と交替 しましたが､加賀さん達と釧路の道路標

識が外来者にとって､とても分か りにくいことを指摘 し､マスコミに大 きく取 り上げられたこと､

市橋会長､石田博司事務局長のもと､大谷 さんと一緒に事務局次長をつとめ友情が芽生えたこと､

理事会や部会で寿庵のそば定職を食べながら侃々言等々 の議論を交わしたこと､全て貴重な思い出で

す｡これからも ｢信条｣にあるように郷土を愛 し､仕事に徹 し､みんなで仲良く頑張って下さい｡
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安

中

本

捷清棉

曇 繋 留

○ 色 邑 魯

(S47入会)

稔 (S56入会)

治 (S58入会)

男 (S58入会)

倭 (S59入会)

木内 :本 日は､40

周年記念誌の座談

会に､ご出席を頂

き有難 うございま

す｡昭和37年2月

に､異業種交流団

体 と して19名 の

方々が参加 されて

より､平成14年で

40周年 という節目を迎えるになりました｡

この度､記念事業の一環 として発行 される記念

誌に､座談会を企画致 しました｡本 日出席の会

員の皆様には､活発なご意見､感想 をお聞かせ

下さい｡

あすなろ花壇について

あすなろクラブでは以前に､｢あすなろ花壇｣

というものを設け､会の年間行事 として又､会

員同士が花壇を通 じて親睦を深めてお りました

が｡

本間 :花壇は､図書館前にあったのですが､残

冒4野@蘇芳肋
重

誠

隆

本

藤

木

松

佐

柵

｣_

政 (S43入会)

- (H3入会)

雄 (H9入会)

｣

司会 木 内 慎太郎 (S53入会)

念ながら都市計画で花壇が取 り壊 しにあったん

ですよね｡

木内 :出席率は､良かったですか ｡

本間 :あんまり良

くなかったネ(笑)｡

･だいたい来る人も

決 まっ て い た し

ね｡特に新入会員

は花 壇 委 員 に入

り､日曜 日の朝 5

時か 6時に､集合

して2時間位､草

取 りから､苗を植えた り､結構ハー ドな作業を

やっていましたヨ｡

松本 :花壇が始 まる様 になったのは､釧 路市が

｢緑いっぱい市民運動｣チューリップ事業を展

開する事になり､元会員の薮さんから声がかか

り､何回も市役所に足を運んでスター トしたの

が初 りです｡最初は､イイ場所 じゃなかったけ

ど､一番楽 しかったのは､終ってから鶴 ケ岱公

園でジンギス汗を食べる事 さ (一同笑)｡
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木内 :それでは､いつもジンギス汗を目的に行

ってたという畑さんは??｡

畑 :だいたい日曜日の朝だったと思います､日

曜日の朝は､テレビで政治的な番組があり､な

んとしても見逃 しできない くらい好 きだったの

で､花壇整備には､あまり出ていないが､図書

館の花壇には､2･3回行ったかな-と記憶 し

てます｡ジンギス汗は､大好 きです!!(笑)

市橋 :花壇で､一つだけ記憶にあるのは､何時

頃かは忘れましたが､｢翌桧の樹｣ を青森方面

の方からゆず り受け植樹 したのが､うまく育た

ず､最終的には枯れてしまいました｡その事だ

けは､残念に思っています｡

｢翌桧の樹｣が､今の40周年に育っておれば､

我々の会よりも堂々とした桧 となり､私共を見

守ってくれたと思いますヨ｡

20周年記念誌の座談会の感想

木内 :20周年記念誌の中に､｢新入会員と語る｣

と言う題で56年に座談会が企画されまして､そ

の時に8名の方が出席なされました｡このメン

バーで現在会員として在籍 しているのは伊東会

員 1名だけなんです｡この20年間に在籍 してい

た会員もわずか8名 しか残っていない｡時代の

流れを感 じますが､この座談会の記念誌委員と

して市橋 さんが出席なされているんですが､座

談会の中の雰囲気も記憶 していると思いますの

で､市橋 さんの方からもお聞きしたいと思いま

す｡

市橋 :その時の雰

囲気はもう良 く憶

えておりませんが､

今回改めて20年誌

を読んでみました

ら､はっきり言っ

て､現在の ｢あす

なろクラブ｣が抱

えている問題がそ

っくり20年前の記念誌に書かれてお り､驚きと

共に､我クラブが20年間成長 していないかと､

一寸寂 しい気が致 しました｡先輩が居る事は良

いのですが､あまり年齢が高 くなった人は会を

やめた方が､いいんじゃないかという事 も書か

さってお りました｡それが ｢特別会員制度｣に

なり､その後廃止 という事になったりと､その

時々にいろいろな問題が発生 し､解決されてき

たように考えられます｡現実問題､現段階で持

っているクラブの問題が､既に20年前に部会の

数とか､いろいろな事が書いてあ り､改めて読

んだ時に､やはり一つのクラブというのは､何

年たっても同じ問題を抱えて成長 してい くのか

なっていう考えを持ってお ります｡

木内 :皆さんも改めて読んで頂 き､今後のクラ

ブの在 り方の参考にして下 さい｡

クラブの危機的状態はあったのか?一

木内 :クラブも40年という長い足跡を残 してき

た中で､その時々の会長､会員の方々がいろい

ろ努力をされて今日まで来たと思うのですけれ

ども､その中でもクラブもこのままじゃ解散に

なるのかなあとか､この人が会長やってたらつ

ぶれてたんじゃないかなというような危機的な

状態に陥った時はなかったですか ｡

市橋 :別に危機的状態ではなかったが､私が会

長をしたとき特別会員制度問題がありましたか

らね｡それで特別会員は先輩ですよね｡全員退

会 してもらったという経緯があるんですけれど

も｡ ただ私が入った時に､なぜこのクラブがい

いのかなということを考えた時に､やっぱりま

だ30歳ちょっとぐらいで入ってますからその時

既に､50歳60歳の先輩 と対等にお話をさせても

らえた｡これはものすごい後になって勉強にな

った｡当然年をとって くると､若い人と話をす

るのも勉強になる｡ ですから私が会長の時に､
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特別会員問題がおきて､特別会員の方々を退会

させてしまったのですが､これがはっきり言っ

て､今まで私が入会 して30年経つわけですけれ

ども､たった一つの心残 りでしたね｡

畑 :私の思う所では､特別会員の大半の方はチ

ャーターメンバーの方々で､やはり初代の経営

者の考えで､クラブ内で自分達の意見が後退す

るのに多大な抵抗があったと思います｡自分達

の意見が通 らないクラブの運営に歯がゆさと､

悔 しさが交錯 したと思います｡そして自分達の

引き際も模索 していた様に思います｡私 も､そ

の時期を見定めなければと思って居ます｡

｢管夕佃汗修｣について

木内 :今 も続いてお ります､会の年間行事の管

外研修は以前には､各地方都市を廻ったりし大

変勉強になった様にお聞きしていますが､参加

され､記憶に新 しい事がありましたら｡

安藤 :帯広市の六花亭を訪問し､社長さんの講

演と､次の日の工場見学が非常に面白く､印象

深かったです｡

普段は､やはり工場内には､なかなか入れな

いですよね｡それで､どういう状態でお菓子が

作 られているのか､我々は手作 り菓子を想像 し

ていたのが､六花亭さんの工場は､近代化され

食品ごとに分れていて､すごい機械が入ってい

るのを見て､釧路のお菓子屋 さんと大分違うな

と大変びっくりした想い出がありました｡

佐藤 :私が､出席

する様になったの

は最近ですが､入

会の頃は､文字通

り､管外研修って

感 じで したね｡手

前味噌ですが､安

藤会長の時､別海

町を見学 し､色々

な施設の見学や講話が有 り､さらに体験 (バタ

ー造 り)もしながらの管外研修を実施出来た事

は､企画 し実行に移す迄は大変でしたが､皆さ

んに喜んで頂いて､良かったなあと思ってお り

ますね｡

最近は､一泊研修 ･懇親会研修 と言ったテー

マの例会に､定着 しつつ有る様に思うが､それ

はそれで､時の執行部の考えで良いと思いま

す｡

木内 :管外研修は､裸の付合いで､本音を語れ

ると言う意見 もありますが｡

畑 :確かに飲む機会は､釧路市内でも幾らでも

あるが､会員以外の人が居ると､そうそう大騒

ぎはできないし他の人に､聞かれたくない話は

できないし､又､喧々轟々な議論 もできないと

思う｡ その点､管外研修は､一泊で皆同じドテ

ラを着て､お互いの裸 を見なが ら風呂 (温泉)

に入 り､アルコールを飲みながら色々な話をす

る事で､本音での話 し合いが､出来る事が私は

一番好 きです｡今 日中に帰 らないと言うのも楽

に酔えるしね (笑)｡

以前の研修では､釧路市の経済部長だった角

田さんに､何回か連続 して講師として､一緒に

風呂に入 り釧路の進方針を聞かせて頂いた｡釧

路の石炭で､熱供給公社を作るとか､シメジを

作るとか新 しい産業の前向きの話では､発想の

すぼらしさに､勉強になり自分自身も何か現状

を打破する工夫を考えなければと思った｡

松本 :あの人いいよね｡本当､仲間っていう感

じだもん｡

本間 :会員同士が､気楽 くに､酒を汲み替わし､

風呂に入るのも､その時の執行部によって研修

旅行が､親ぼく旅行になっている様な気が しま

すが∴会員の仲間と一泊 し､飲み会を一緒にす

ると友と思う気がより深 くなって行 く様な気が

します｡年に一回の楽 しい例会だと思います

ネ ｡

あすなろクラブ5･10年後の提言 -

木内 :40周年の記念すべ き節目に当 り､明日の

あすなろクラブ-の助言､提言を聞かせて頂 き

度と思います｡

中尾 :うーん､大変難 しい問い掛けですネ｡ ク

ラブは､会長は選考委員で選ばれますが､その

時々の会長判断で､自由､活発な発想で､クラ

ブ運営をやって行 く事が､本会の活性化に継っ

ていくんじゃないかと思ってお ります｡
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松本 :経済情勢に

あった､会の運営

っていうのが､あ

って もいい と思

う｡ 寺前さんが会

長の時､オイルシ

ョックで景気が悪

い中､会員の声を

聞き会費の値下げ

を断行 した時があった｡そういう事を敏感に行

う事が､あすなろの一番いいところじゃないか

なあ｡ 経済情勢に似合った運営の仕方というの

がある訳だから､それはやっぱり学んで行 くの

も大事だ｡

又､会員同士も意見交換で､喧嘩腰の発言が

あっても､終ったら ｢よし飲みに行 くぞ｣って､

皆んで行っちゃってねェ､本当の仲間なんだよ

ね｡その中でいろいろ話上手､聞き上手にもな

るし､みんなが参加出来るっていう時代 もあっ

たよ｡

市橋 :あすなろクラブが40年続いたという事

は､そこになにか一本の芯があったのかどうか｡

逆に言うと､その時の執行部が何かの目的をも

ってやって来たから続いて来たのかなと考えて

お ります｡だから5年後､10年後､20年後とい

った時に何かその一本の芯を通 して､ここから

はずれるなというと続かないんじゃないか｡や

はり､その時の執行部が時代に添ったテーマを

持って進めていけば､そして会員が何を望んで

いるかを把握 して､今回は勉強にしよう､今回

はちょっとハメを外 して遊ぼうとか､それでも

いいと思うんですよね｡それで､過去において

いろいろやってきたクリスマスパーティもやめ

たとかいろんな事がある訳ですよ｡ ですからそ

れは､この時代に即応 したや り方だったと思う

んです｡決 して誰 も後退する改革をする人は､

お りませんから｡ 前向きにやろうという事が､

その改革になって来たんだろうから｡ これから

もどんどん過去の良さは取 り入れ､不要な物は

切 り捨てる｡ そして進んでいけばまだまだ発展

するような気がする｡ それにはやはり､若手の

会員､入会 5年未満の人たちがもっともっと会

の事をよく知って貰い､過去の記録を読んで､

こういう事なんだ "あすなろクラブ"はと､わ

かって尚且つ､それに現在風の肉付けをしてや

って頂ければなと思います｡今だんだん私 も先

輩になったのでそういわざるをえないんですけ

どね｡若手の会員の奮起を望みたいですね｡
三朝声

.;
安藤 :ある時期部

-喜会ごとにテーマを

て遷持ってやったでし

よ ｡ 確かに何年間

は大変だったとい

う記憶 が残 って

る｡ ただそれをや

る事によって､そ

れをやった人間同

士と運営 した時の人間同士のつき合いが深まっ

たという記憶があるんですよね｡どうしてもい

ろいろ苦労 してやったというので､一緒に苦労

した皆さんの本当の人間性がわかったっていう

ことで､貴重でした｡本当に飲み会的なものも

必要だけど､お互い目的もってやるとか､コン

トロールしながらやることによってお互いに会

員 同士がわかって､そしてまた会自体が統一 し

てくんじゃないかなあ｡やっぱり飲み会だけだ

と駄目だし､研修ぽっかりでも駄目だし､やっ

ぱりバランスが難 しいんじゃないか｡それもま

たうまくやっていけば､クラブも発展するし､

残っていけるんじゃないかなという事を思うん

ですけどね｡
II,J+ ヤ'へ~'TT■m

､誓誓~~竿JLVi柵木 :まだクラブ

鋭〆亮に入会 して年も浅
vT
.
.I.Y
.<

いのですが､私は､

入会 した時にいた

だいた30周年記念

誌を改めて目を通

してみると､諸先

輩の遺 した数々の

功績､地域に根ざ

した活動､それに伴なう御苦労は脱帽するばか

りで､未熟な自分の甘さを再認識 した思いで読

んでいました｡ 我々は､あすなろの歴史を知る

ことによって､一員であることに誇 りに思い､
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良いことは継承 して､時代の変化によって､弊

害となるものは､話 し合いながらより良いもの

に塗 り替えていき､この40年を節目に我々入会

の浅い会員は､諸先輩から学びながら､活発な

意見交換をして､これからのあすなろを発展さ

せていくうえで積極的に取 り組んでいきたいと

思います｡

本間 :新入会員の方が､クラブの歴史の､記念

誌等を読んで貰って､勉強 して頂 くのは大変い

い事ではないかと思います､あすなろの為にも

大事なことではないかと思うし｡だからこそ人

と知 り合い学習 してほしいです｡又､我々も一

緒に学習しなければ､クラブも､40周年以降も､

若い世代の方 と伸びる事は､不可能 と思いま

す｡

佐藤 :今までの方々と同じ様な意見ですが､総

会 ･ビール例会の様に､最低80%位いの参加者

がほしいですね｡通常の例会は欠席者が多いし､

顔ぶれが決まっている感 じです｡出席率の向上

が､問題の一つとして､新入会員を誘う際､本

当の事を話 して欲 しいものです｡それは､以前

に聞いた事が有るのですが､一例 として､｢入

会 したが､全然お菓子を購入 してくれない｣ ･

｢全然自動車の修理依頼が無い｣､話 しが違うの

で退会したと言う話 しも耳にしています｡

以前にも､行ったと聞 く､新入会員の教育

(クラブの歴史等々)の場の再開を検討 してみ

てはいかがなものでしょうか｡当 ･あすなろク

ラブを､良く理解 していただいた上､長 く在籍

していただき､当 ･あすなろクラブの発展に貢

献 していただく事が､例会等の出席率の向上に

もつながる事と思います｡

畑 :20･30周年記

念の当時とは､経

済情勢が180度の

変化があるし､以

前は､少なくとも

右肩上が りの経済

で少 しの不安はあ

ったよね､当時の

言葉で､｢赤信号

皆で渡れば怖くない｣が心の奥にあったもので

す｡だから今思えば一時的にせよ会費の値上げ

の時期 も見られたものです し､会費は誰もが安

いに越 した事は無いのが事実ですね｡ですがね､

反面に受益者負担が多 くなり私は特に反発 し､

会員皆さんから大いに反感をかった記憶 もある

ヨ｡ それまで会の行事で一番の予算の家族クリ

スマス例会を改革 した事で予算的にも少 しは余

裕のある執行部が可能になったと思います｡こ

れから先 も時代に応 じた運営 (改革)が必要と

思われます｡

座談会を通して感じた事

我クラブの友へ

柵木 :私はあすなろに入会 した目的はより多 く

の人と知 り合い､諸先輩から学ぶことが主な目

的でした｡入会以来 しばらくの間､あすなろの

活動を理解するまで時間がかかりました｡当初

は出席率も悪 く､なかなか皆さんと話ができな

かったのですが､部会に配属され一部の人と､

それでも話が出来たのが幸いでした｡

でも部会以外の人とはなかなかきっかけが無

く､廻 りがうらやましかったですね｡私自身､

入会 してから一度 も部会編成 していないので､

特に思うのかもしれないけど､あすなろ全体を

考えると定期的な編成は､会の活性化につなが

ると思います｡それが無理であれば､例えば一

つの案として､各部会の中から5年以内の会員

の参加を募 り､親睦をはかりながらあすなろの

歴史を学び､先輩方の協力も得ながらオブザー

バーとして迎え､あすなろについて話 していた

だ く様な､催 しを企画 されてはどうで しょう

か?｡ 理解 も深まり､積極的な参加､前向きな

意見もどんどん出してもらうことによって､こ
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の素晴らしい会に自分が所属 している､誇 りに

思える､という意識が働 くのではないかと思い

ます｡そして､そう思っている人達がやがて将

来のあすなろを力強 く継承 してい くのではない

かと思います｡

佐藤 :よろしいでしょうか､自分の経験から言

いますと､まず自分が当クラブに入会させて頂

きました切っかけは､今は故人となりましたが､

チャーターメンバーの一人でありました最上さ

んで､｢会の事業内容や､色々な人との出会い､

色々な人の話 しを聞 く事に意義があると言 う

事､又､話 しの中で､例会も大事だけどやはり

部会､部会には出来る限 り (100%)出席 しな

さい｣ と言う言葉でした｡

配属された部会に､さらにチャーターメンバ

ーの一人であ ります今田さんがおられた事が､

会の歴史等諸々の話 しを聞く機会に恵まれ､割

りとスンナリと会に馴染んでいった事が､今 日

まで在籍させて頂いてお ります要因の一つかと

思ってお ります｡

それでも部会には割 りと出席 しましたが､例

会の出席率が良 くなったのは私 も最近の事で

す｡定例会では､先程､柵木会員が言った様に

部会の人以外､知らない人が多いものですから､

必然的に目で追うんですよね､同じ部会の人が

いないか､そして､必ずと言っていい程､同じ

部会の人の隣の席に座ったものです｡

そう言った意味で､私は､現時点での各 ･部

会運営はうまくいっていると思います｡しかし､

時の執行部の苦労も有るでしょうが､数年間隔

で､若干の部会編成 も必要かと思うところでも

あります｡

松本 :いろんな事で悩んでるうちがやっぱりい

いよ｡ 悩み無 くなったらだめだよ｡ 集中できな

くなっちゃう｡ ただね､思いや りが大事なんだ

よ｡ 現執行部に対 してのね､執行部が一番気に

するのは出席率なんで しょ｡ ｢自分等がやって

る事おかしいのかな?だから来てくれないのか

な｣って､それを思ったらやっぱり出てって協

力する事が大事 じゃないかな｡ やっぱり思いま

すよ､マ-なんとしてもいかんとなんない｡そ

して欠席する時必ず電話入れるもんね｡｢イヤ

-今 日はこういう事で欠席 します｣とそれがや

っぱりね､本会に永 く居れることの秘訣 じゃな

いですか｡｢あいつならいない方がいいぞ｣っ

て言われたらねえ､永 く居 られないものネ｡

中尾 :やっぱりね､

会長になると解る

と思 うんです け

ど､会長って大変

なんですよ｡ 時代

背景だとかね｡会

の状況見なが ら､

ベス トな状態で会

の運営 しようと思

いますのでね｡それを十分に発揮できるのがこ

のあすなろクラブの特徴でもあるし､会員の皆

さんも､その時々の身になって｡ 自分からも勉

強の姿勢を持って､あすなろクラブに参画 して

頂き度と切に思います｡

木内 :長い時間に亘 り､貴重な意見を賜 り､あ

りがとうご座居ます｡ご意見 ･ご提言は､ しっ

かりと記載させて頂 きます｡

ご協力､誠に有難うご座居ます｡(終)
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会のチャーターメンバーで創立時より会の発展に

尽力､平成9年に退会する迄､会の精神 ･基本理念

又､会員の育成に貢献されました｡

(※この書は､今田会員が､昭和54年にあすなろクラブ創立の理念の書として執筆されました｡)

人ほど味わいのあるものはない｡

神がなせる蛮術品であ り｡ どの様に組合せても決 して同じ人間を造 り出 していない｡似ている兄

弟 双生児であっても育ってい くと必 らずどこか相違点が出来て決 して同じものがない｡体格､容

貌においてもこの通 りなのだから､性格､考え方､精神は尚更のことである｡ そこが又人間の人間

らしい特徴であり､神がこの世に送 り下された創造型の最高蛮術品であるのだろう｡ だが神が進歩

あるこの動物に粋をかたむけながら､多 くの欠点をも与えた｡怠惰で快楽的で騎慢 さをも兼ね持っ

たものを造形 した｡だがそれ以上に多 くの美点､長所をも人間に植付けた｡それは自からが､考え

出す意志と行動､それはそして自らが切 り拓 く事の出来る知識 と調和を神は与えた｡

あすなろクラブの発足はそのような､自分自身に不足 したものを多 くの友､同志から求め､あ く

なき知識欲と､友とのふれ合いによって切瑳琢磨 して己を磨 き志を一つにした同志の集いである｡

我々のクラブの信修はそのようにして作 られた ｢郷土を愛 し､仕事に徹 し､人と和す｡｣にいっさい

のものを盛 り込まれている｡

クラブが誕生 したのは昭和37年 2月とされている｡ だがその土壌はそれより以前､何年 も前から

芽生えている｡ いつとは知れずお互の知人友人が職種が違えども出張のとき得意先で何かと会合で､

いつ知れず､自然発生的に集 り会を持 とうではないかと相談されて来た｡そのような母親の胎内の,

ぬ くもりの期間がそうとう永かったはずである｡ そして昭和37年 2月に第 1回の発会式を迎える事

が出来た訳だ｡

中園の水薪伝を例題にしては不連になるが､英雄､豪傑が一つの目的の為､梁山泊に集った如 く

あすなろクラブの場を借 り相互の意見を出し合い､それを経営に自己の研修に活か して行 くために

会が発足 した｡水湖伝の如 く国乱れて英雄が出たように｡その当時の我が国と釧路の状況を説明し､

どうして会が創設されたかを探 ぐらねばならない｡

岩戸景気 と呼ばれた昭和35年頃は､新 しい日本の幕明けといわなければならない｡岸内閣から池

田勇人内閣にバ トンタッチされ､いよいよ所得倍増､月給二倍論 という新語流行 し､日本 も工業立

国として大 きく飛躍 しつつあった｡だが地方に住む我々中小企業には夢のまた夢､安保確約から端

を発 した労働争議でデモに明暮れうなぎ昇 りの賃金高｡大企業に若年層をうばわれ人手不足 となり､

経済成長の影に暗い日々を送る毎 日であった｡その様に日本の成長は急カーブに上昇 しつづけては

いたがその当時の10年間を見ても､昭和31年､32年､昭和35年､36年､そして昭和37年､38年､39

年までの不況､つまり三ツの谷間を経過 している｡ その時私達はいかに企業を守 り切るか､従業員

対策はどうすべ きか打続 く不安定経営をいかにして存続するかと日夜頭を悩 した時代だった｡昭和
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39年には企業倒産はそれまでの最高記録を更新 し､大企業の日本特殊鋼の大型倒産を初めとし釧根

地方にも倒産旋風が吹き荒れた｡ その様な時に私達のような泡沫業者は激流に漂う一片の木の葉の

如 く､諸問題をかかえ､その対策にいかにすべきか苦慮 していた｡この様な時代背景の中で､各々

釧路に所在する商工業中堅経営者によって ｢あすなろクラブ｣が結成されたのである｡ 真剣に経営

をどうすべきか､どうしたら此の難局に対処 して行けるか､多 くの同志の忌憧ない意見をきき､己

の経営の一助とすべ く集ったのがはじまりである｡

目的は会員の親睦と会員相互の研修を主体 としてこの会は生まれた｡そしてあすなろの木の如 く

末は桧に成長 しようと心で誓い ｢あすなろクラブ｣と命名された｡爾来今 日まで先輩の努力と会員

の愛会精神によって今日の発展を見た｡

創立 5周年記念行事の祝賀会にある有名ご招待客が祝辞の中で ｢この様な会はあまりにも理想 と

現実がかけはなれているので､作 られても2､3年位で解散 してしまうのが通例 とされているが､

あすなろクラブはそれを超越 してこの様な発展成長 している事に絶大な賛辞を贈る｣と挨拶された｡

そしてその5年どころか10年､15年､20年の今日まで ｢あすなろクラブ｣は続けられている｡ そし

て発展 しつつある｡

音楽に無器用な私でもテレビの普及によって､良く交響楽を聞く事が出来るようになった｡子供

の頃交響楽の指揮者のタク トを振る様を見て唯たんに部隊のアクセサー的人物としか見ていなかっ

た｡だが指揮者の一挙一動が美 しい音楽のすべてを決する事を知 り驚嘆 した｡ 私 も指揮者の如 く､

一つのタクト (頭脳的指揮)で多 くの楽士 (社員)を自在に美 しい曲 (仕事)を奏なでて見たいと､

テレビを見ながら考える｡ あすなろの同志の諸君 も楽士である｡ バイオリン型の人物 もあれば､チ

ェロ的な人もいる､ トランペット型もあれば ドラム面を持った仲間もいる｡ そしてフルー トの様に

繊細な人物もいる｡ そしてそれぞれの楽器は単独であっても立派に独演 も出来､そして集団となれ

ば､これまた人々に感動と肝銘を呼ぶ交響楽となる｡ そしてピアノひきは､バイオリンによって音

が冴え､ベースによってひきしまる｡ さしずめ指揮者は会長以下役員一同である｡ ｢あすなろクラブ｣

の目的にまだまだ未完成であれ､我々の努力と理想によって､美 しい音楽 (仕事)を残 していきた

い ｡

日本 も経済的には世界の列強と数えられてはいるものの､私達の前途は今迄以上に厳 しいものが

ある｡

会発足当時をふりかえり､クラブの足跡を見ながら明日の理想の為に進んで行こうではないか｡

あすなろクラブ同志の健康 と隆昌を祈 りこの文を贈る｡
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釧 路 あ す な ろク ラ ブ会 員 名 簿
平成14年 1月現在

氏 名 会 社 名 職 席 業 種 住 所 電 話 自 宅 住 所 自宅電話

安 藤 栄 治 安 藤 印 鋪 ㈱ 常務取締役 印 章 事 務 用 品 釧路市星が浦北1-1-5 52-0510 釧路市千歳町8-15 42-4476

飯 田 正 幸 東 部 通 信 商 会 ㈱ 代表取締役 通 信 機 器 釧路市愛国東2-10-2 36-2211 釧路市双葉町15-1305 23-3633

五十嵐 孝 ◆治 ㈲ コ - ケ ン 道 東 代表取締役 農 機 ビ ル メ ン テ 釧路市双葉町ll-2 22-3817 釧路市 中島町12-28 22-5100

石 田 博 司 ㈱ 笛 園 代表取締役 飲 食 業 釧路市末広町3-5 23-6101 釧路市緑 ケ岡1- 2 1-7 41-8790

市 橋 清 捷 三 洋 電 気 船 具 ㈱ 代表取締役 船 具 漁 具 販 売 釧路市浜町1-4 23-2241 釧路市住吉2-7-2 42-4060

伊 東 良 孝 北 海 道 議 会 議 員 道議会議員 道 議 会 議 員 釧路市浪花町13-2-1 25-5500 釧路市美原5-30- 1 36-7070

請 川 祐 康 請 川 設 備 工 業 ㈱ 専務取締役 ガ ス 設 備 釧路市松浦町13-12 25-5005 釧路市愛国西2 - 2- 17 37-6210

大 串 希 昭 ㈱ 新 生広 告社釧路 支店 支社次長 広 告 代 理 店 釧路市錦町4-3 23-3331 白糠町西庶路東1北3 01547-5-2722

太 田 茂 樹 釧 新 開 発 ㈱ 代表取締役 不 動 産 業 釧路市新橋大通1-2-20 24-1757 釧路市美原1- 3 2 - 4 36-5259

大 谷 真 市 ㈱ 丸 大 大 谷 専務取締役 婦 人 服 卸 釧路市黒金町12-9 23-1255 釧路町新開4-48 36-6025

岡 田 征 男 ㈱ 岡 田 商 事 代表取締役 コ ン ビニ ス トア ー 釧路市松浦町8-13 22-7509 釧路市松浦町8-13 22-7509

菅 野 学 カ ン ノ 塗 装 社 長 塗 装 業 釧路市美原2-8-10 36-3887 釧路市美原2-8-10 36-3887

木 内 慎太郎 木 内 印 刷 ㈲ 専務取締役 印 刷 業 釧路市大町6-5-16 41-2966 釧路市入舟6-3-8 43-3269

菊 池 吾 郎 厳 島 神 社 宮 司 神 社 釧路市米町1-3- 18 41-4485 釧路市米町1-3- 18 42-9660

草 島 守 之 釧 路 市 議 会 議 員 市議会議員 市 議 会 議 員 釧路市星が浦大通4-5-6 52-1123 釧路市桜 ケ岡1-2-9 91-7272

黒 田 厚 司 ㈱ ク ロ ダ 部 品 代表取締役 自 動 車 部 品 販 売 釧路市堀川町5-ll 23-2278 釧路市鳥取大通4-8-12 51-6329

近 藤 義 男 釧路パシフィックホテル 支 配 人 ホ テ ル 業 釧路市末広町2-6 24-8811 釧路市貝塚4- 1- ll 46-5230

斎 藤 政 行 ㈲ 富 士 車 体 興 業 代表取締役 板 金 塗 装 修 理 釧路市入江町ll-1 24-6763 釧路市昭和南4-34-13 51-5863

坂 上 政 敏 ㈲ 東 研 工 業 代表取締役 鋼 構 造 物 工 事 釧路市星が浦南1-4-9 52-4652 釧路市鶴野東4 - ll-16 51-9106

坂 本 裕 人 共 立 電 機 サ ー ビ ス 代 表 電 気 機 械 修 理 釧路町国誉3-90 36-8536 釧路町若葉4-15 36-7575

佐々木 保 幸 日 本 美 装 工 業 ㈱ 代表取締役 ビ ル 総 合 管 理 釧路市暁町8-24 22-1520 釧路市暁町8-24 22-5906

佐 藤 茂 良 女 来 里 愛 代 表 飲 食 業 釧路市末広町3クリスタル ビル 25-2048 釧路市北大通2-7パルハイム 24-0393

佐 藤 惟 忠 ㈲ 写 真 の さ と う 代表取締役 写 真 業 釧路市柳町7-22 25-1488 釧路市柳町7-22 25-1488

佐 藤 誠 一 釧路建具家具生産 (協) 参 事 家 具 建 具 製 造 釧路町桂1-2 37-0252 釧路市北園1 - 3 - 4 52-1920

佐 藤 忠 和 ㈲ 寿 庵 専務取締役 日 本 そ ば 商 釧路市寿1-3-17 22-2679 釧路市寿1-3-17 22-2679

清 水 雅 則 丸 亜 工 業 ㈱ 代表取締役 断 熱 工 事 業 釧路市愛国東3-9- 25 37-1129 釧路市中園町24-5 22-6631

杉 山 宏 司 ス ギ ヤ マ オ ー ト㈱ 代表取締役 中 古 車 販 売 釧路町北都2-15- 5 36-3419 釧路市文苑1-55-6 36-3306

須 崎 幸 蔵 丸 中 釧 路 中 央 青 果 ㈱ 常務取締役 青 果 卸 釧路市新富士6-1- 23 51-5111 釧路市星が浦大通1-2-2 51-69ll

関 昭 次 ㈲ 関 建 設 代表取締役 一 般 建 設 業 釧路市寿3-3-25 32-3978 釧路市寿3-3-25 32-3978

泰 地 秀 信 中 央 防 災 シ ス テ ム ㈱ 代表取締役 消 防 設 備 釧路市緑 ケ岡1- 20-3 42-1611 釧路市緑 ケ岡1-20-19 41-4424

谷 口 正 四 ナ ラ サ キ フ ー ズ ㈱ 常務取締役 水 産 加 工 業 釧路市新野24-1072 57-8500 釧路市星が浦北2-3-4 3 53-4324

中 居 好 適 日 通 工 ㈱ 釧 路 支 店 支店長代理 通 信 器 メ ー カ 釧路市入江町3-19 25-7274 白糠町西庶路東1北1-1 01547-5-2626

中 尾 嘉 男 ㈲ 光 興 産 専務取締役 京 染 京 呉 服 釧路市新富町16-3 23-5613 釧路市大楽毛西1-28-4 57-8513

中 川 亮 大 同生命保 険相 互 会社釧 路 支 店 課 長 生 命 保 険 釧路市末広町10-1-6 23-6405 釧路市若竹町9-133 31-8139

中 島 康 秀 ㈲ サ ン ク リ ー ニ ン グ 専務取締役 ク リ ー ニ ン グ 釧路市共栄大通5-1 22-2502 釧路市暁町1-10 23-6756

野 口 仁 ㈱ 山 仁 野 口 商 会 代表取締役 燃 料 . 不 動 産 釧路市川上町5-1 24-1152 釧路市緑 ケ岡6-12-12 46-2664

畑 稔 畑 電 機 ㈱ 代表取締役 電 機 般 釧路市喜多町2-7 22-7746 釧路市喜多町9-7 24-6162

坂 東 勉 ㈲バン.コーポレーション 代表取締役 ユ ニ ホ ー ム 販 売 釧路市若竹町19-8 24-3663 釧路市豊川町ll-15 24-1264
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氏 名 会 社 名 職 席 業 種 住 所 電 話 自 宅 住 所 自宅電話

福 田 紀 幸 ㈱釧路第一経営センター 次 長 税 理 士 事 務 所 釧路市浦見4-2- 3 42-8888 釧路市文苑4-46-17 37-8748

本 間 英 俊 ㈲ 道 東 イ サ ム 塗 料 代表取締役 塗 料 販 売 釧路市新栄町3-ll 22-3252 釧路市愛国東2 -6- 2 36-7008

柵 木 隆 雄 ㈲ イ ンハ ウス マセ キ 代表取締役 室 内 装 飾 工 事 釧路市昭和3 -15-15 51-7897 釧路市昭和3-15-15 53-1658

宮 崎 博 好 ㈱ 近 藤 設 備 工 業 工事部長 管 工 事 業 釧路市錦町4-6-2 22-0369 釧路市貝塚2-17-30 41-9658

宮 揮 昌 典 宮 津 保 険 事 務 所 所 長 保 険 代 理 業 釧路市住吉1-10-9 42-0150 釧路市住吉1-10-9 42-0150

三 輪 昌 博 日 の 出 工 芸 ㈱ 常務取締役 広 告 美 術 業 釧路市鳥取南8-14-8 51-1616 釧路市鳥取大通4-8-2 53-3115

森 山 敏 文 ㈲ 森 山 商 店 代表取締役 古 物 商 釧路市入舟5- 2 - 9 41-3571 釧路市入舟5-2- 9 41-3571

山 口 秀 昭 和 商 ㈱ 釧 路 営 業 所 所 長 保 安 交 通 信 号 釧路市暁町2-4 23-6441 釧路市文苑4-39-24 38-9055

山 口 良 治 味 の や ま ん ぼ 代 表 飲 食 業 釧路市栄町3-2 22-2631 釧路市 白樺台4-10-5 92-2050

遊 佐 紀 男 北海道エ ア ウ ォ ー タ ㈱道 東 支 店 支 店 長 高 圧 ガ ス 釧路市寿4-3-10 23-9147 釧路市鳥取大通6- 2 -21 53-6870

書 多 幸 男 ㈲釧 路 ラジエ ー タ工業 代表取締役 ラ ジ エ ー タ ー 釧路市住之江町6-27 24-3615 釧路市住之江町6-29 25-5216

(五十音順)
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(名 称)

第 1条 本会は釧路あすなろクラブと称する｡

(事務所)

第2条 本会の事務所は事務局長の勤務先に置

く｡

(目 的)

第 3条 本会は経済研修 を旨とし､会員間の意

見 ･情報交換､ならびに郷土の知識 を

深め､社会-の貢献 と会員相互の交流

親睦を図ることを目的とする｡

(事 業)

第4条 本会は前条の目的達成の為に毎月例会

を開催 し､時に応 じて必要な事業を行

うものとする｡

(入 会)

第 5条 本会-の入会者 は現会員の推薦 を要

し､役員会にて諮 り例会の承認 を得る

ものとする｡ 但 し､役員会にて現会員

と業種が重複す る と判断 した場合 に

は､その会員の同意を得る事 とする｡

(退 会)

第6条 会員は予め会長にその旨の記載 した書

面で通知 した上で退会することがで き

る｡

(休 会)

第7条 会員が病気､その他止むを得ない事情

で､通常の会の行事 に参加で きないと

きは役員会の承認 を得て休会扱いとし

会費の半額を負担するものとする｡

休会の期間は原則 として事業期間中と

する｡

(除 名)

第 8条 会員が本会の名誉 をき損 し､又はその

目的に反する行為 をしたときは､総会

の決議により除名することがで きる｡

(退会勧告)

第9条 次に該当する者は､役員会にはか り退

会を勧告するものとする｡

1.会費を 1年以上納入 しない時｡

2.例会への出席が三分の一に満たな

い時｡

(返 還)

第10条 本会は､会員の退会または除名処分が

発生 した場合､既に納入 した会費その

他の拠出金品は返還 しない｡

(役 員)

第11条 本会に次の役員をお く｡

会 長 1名 副会長

事務局長 1名 事務局次長

正副部会長 若干名 監事

名

名

名

2

2

2

(選 任)

第12条 役員の選任は次のとお りとする｡

1.会長 と監事は選考委員会によって

選考 し総会に報告 し選任する｡

2.選考委員会は各部会 1名 と硯事務

局長によって 8月末 日までに構成

するものとする｡

3.副会長､事務局長､事務局次長は

会長が指名する｡

4.部会長､副部会長は､部会員の互

選 とする｡

5.役員の任期 は 1ヶ年 とし再任 を妨

げない｡役員欠員により選任 され

た新役員の任期は前任者の残任期

間とする｡

6.役員 (部会長 を含む)の任期は総

会から総会 までとする｡

(職 務)

第13条 1.会長は本会 を代表 し会務 を総括す

る｡

2.副会長は会長を補佐 し､会長事故

あるときはこれを代行する｡

3.事務局長は会務 を担当する｡

4.事務局次長は事務局長を補佐 し会

務 を担当する｡

5.正副部会長は会務に参画する｡

6.監事は会務 を監査する｡

(顧問､相談役)

第14条 本会に顧問と相談役 をお くことがで き

る｡
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1.顧 問は本会 に功労のあった者の中

か ら総会の議 を経 て会長が委嘱す

る｡

2.相談役 は前会長 とし､期 間は現職

会長の任期 中 とす る｡

3.顧 問､相談役 は会長の諮問に応 じ

て､本会の運営 に関 し､意見 を述

べ ることがで きる｡

(総会､役員会)

第15条 本会の定期総会は毎年 1月に行 う｡

1.総会 は会員の過半数 をもって成立

し､議決は出席者の過半数 をもっ

て決 し､議決事項 は全会員 に報告

する｡

2.役員会が必要 と認 めた ときは臨時

総会 を会長が召集す ることがで き

る｡

3.役員会は会長が召集 し､部内の和

を計 る と と もに諸 問題 を討議 す

る｡ 部会の開催 回数 は原則 として

年 3回以上 とす る｡

(会 費)

第16条 会員は次の各事項 に定める入会金お よ

び会費等 を納入 しなければな らない｡

1.入会金 10,000円

年会費 36,000円

また､途中の入会者 は月割 りの会

費 とす る｡

2.上記以外､必要の場合 は役員会の

決議 によ り､特別会費及び寄付金

を徴収することがで きる｡

(事業年度)

第17条 本会の事業年度 は毎年 1月 1日に始 ま

り12月31日に終わる｡

(内 規)

第18条 この会則以外 に関 して必要 な事項 は､

役員会の議決 を経 て別 に定める｡

(会則の改正)

第19条 この会則 は役員会 にはか り､総会の議

決 をもって改正で きる｡

1.昭和37年 2月 8日より実施｡

2.昭和43年 3月17日一部改 正 ｡
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3.昭和47年 1月16日一部改正 ｡

4.昭和49年 1月20日一部改正 ｡

5.昭和50年 1月26日一部改正｡

6.昭和57年1月19日一部改正 ｡

7.昭和58年 1月23日一部改正｡

8.昭和62年 1月18日一部改正 ｡

9.平成 2年 1月21日一部改正 ｡

10.平成 5年8月6日一部改正｡

ll.平成 8年 1月 1日一部改正 ｡

12.平成10年9月6日一部改正 ｡

13.平成12年 1月15日一部改正 ｡

(内 規)

一 慶 弔 規 定 一

会員及 びその家族の慶弔に際 して､そ

の意 を表す るため､下記の規定 による

金品 を贈呈する｡

1.結 婚 祝

会員結婚の場合 20,000円

会員の子女結婚 の場合 10,000円

(外 に祝電で祝意 を表する)

2.出 産 祝 10,000円

3.新 築 祝 10,000円

4.病 気 見 舞

会員が傷病のため入院､ または長

期療養の場合 10,000円

5.弔事

会員死亡の場合 20,000円

会員の配偶者､両親､子女

10,000円

会員の配偶者の両親で､同居する

場合 10,000円

(外 に弔電で弔意 を表す る)

上記以外 で､会員が喪主 ･施主 に

なった場合､香典弔電 を贈 る事が

で きる｡

6.その他特 に必要 と認めた場合､役

員会 に計 り実情 に応 じて金品を支

出す ることがで きる｡

7.結婚式 ､新築祝 ､葬儀 な ど､必要 と

思われる時は会旗を掲げ表意する｡



一 表 彰 規 定 一

会員が下記の事項に該当するときは､審査の上

役員会で決定 し､表彰状及び記念品を贈呈す

る｡

1.在籍10年を経る者､もしくは毎10年に達す

る者で､会のために尽力 した者｡

2.その他､特に功績のあった者｡

一保管 ･引継規定-

1.執行部は､会の資料等の保管引継の為､次

の事を定める｡

□10年間-総会資料 ･会報 ･例会録音テー

プ ･会員年間出席表 ･写真 (例会､各行

事をアルバム保管)

□5年間-会計帳簿 ･領収書つづ り

2.総会に関する事前の (新､旧執行部)分担

□旧執行部の担当-事業報告書 ･決算書 ･

表彰者名簿 ･年間の出席表

口新執行部の担当一一総会式次第､事業計画

案 ･予算案 ･会員名簿 ･会報ファイル表

紙

□新執行部は､上記の書類と､旧執行部の

書類を加え､総会資料を作成する｡

□総会の日時､会場設定は､新旧の執行部

と協議の上で決定する｡

□表彰者の記念品賞状等は､旧執行部で用

意する｡

□永年表彰者の賞状の会長名は､旧執行部

の会長名で記す｡
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平成4年 (30期) 平成5年 (31期) 平成6年 (32期) 平成7年 (33期) 平成8年 (34期)

会 長 伊 東 良 孝 会 長 本 間 鉄 夫 会 長 宮 沢 昌 典 会 長 市 橋 清 捷 会 長 市 橋 清 捷

副 会 長 市 橋 清 捷 副 会 長 宮 沢 昌 典 副 会 長 稲 場 文 男 副 会 長 木 内 慎太郎 副 会 長 木 内 慎太郎

副 会 長 木 内 慎太郎 副 会 長 飯 飼 常 寿 副 会 長 飯 田 正 幸 副 会 長 青 木 準 司 副 会 長 青 木 準 司

事 務 局 長 国 光 勝 広 事 務 局 長 稲 場 文 男 事 務 局 長 安 藤 栄 治 事 務 局 長 石 田 博 司 事 務 局 長 石 田 博 司

事 務 局 次 長 本 間 英 俊 事 務 局 次 長 加 賀 省 二 事 務 局 次 長 加 賀 省 二 事 務 局 次 長 大 谷 真 市 事 務 局 次 長 大 谷 真 市

事 務 局 次 長 中 尾 嘉 男 事 務 局 次 長 青 木 準 司 事 務 局 次 長 大 谷 真 市 事 務 局 次 長 中 村 正 嗣 事 務 局 次 長 中 村 正 嗣

監 事 本 間 鉄 夫 監 事 岩 田 守 監 事 中 尾 嘉 男 監 事 佐 藤 誠 一 監 事 佐 藤 誠 一

監 事 淵 本 久 雄 監 事 寺 前 利 彦 監 事 関 昭 次 監 事 畑 稔 監 事 畑 稔

第 1部 会 長 安 藤 栄 治 第 1部 会 長 大 串 希 昭 第 1部 会 長 大 串 希 昭 第 1部 会 長 石 田 武 第 1部 会 長 石 田 武

第 1副部会長 吉 多 幸 男 第 1副部会長 石 田 武 第 1副部会長 石 田 武 第 1副部会長 谷津田 信 一 第 1副部会長 谷津田 信 一

第2部 会 長 加 賀 省 二 第 2部 会 長 吉 多 幸 男 第2部 会 長 吉 多 幸 男 第2部 会 長 児 玉 有 史 第2部 会 長 淵 本 久 雄

第2副部会長 中 村 正 嗣 第 2副部会長 児 玉 有 史 第2副部会長 児 玉 有 史 第2副部会長 伊 藤 雅 章 第2副部会長 伊 藤 雅 章

第3部 会 長 青 木 準 司 第3部 会 長 関 昭 次 第3部 会 長 佐 藤 誠 一 第3部 会 長 森 山 散 文 第3部 会 長 稲 場 文 男

第3副部会長 稲 場 文 男 第3副部会長 佐 藤 誠 一 第3副部会長 黒 田 厚 司 第3副部会長 石 田 敏 雄 第3副部会長 佐 藤 誠 一

第4部 会 長 畑 稔 第 4部 会 長 栗 野 泰 幸 第4部 会 長 栗 野 泰 幸 第 4部 会 長 栗 野 泰 幸 第4部 会 長 谷 口 正 四

第4副部会長 丸 山 征 人 第 4副部会長 佐 藤 忠 和 第4副部会長 国 光 勝 広 第 4副部会長 野 口 仁 第4副部会長 岡 田 征 男

相 談 役平成9 泰 地 秀 信(35期) 第 5部 会 長 平 野 幹 雄 第 5部 会 長 平 野 幹 雄 第 5部 会 長 谷 口 正 四 相 談 役 宮 沢 昌 典平成13年 (39期)

第 5副部会長 佐 藤 茂 良 第 5副部会長 石 田 博 司 第5副部会長 岡 田 征 男

第 6部 会 長 畑 稔 第6部 会 長 宮 原 亨 第6部 会 長 立 花 誠 人

第 6副部会長 宮 原 亨 第 6副部会長 谷 口 正 四 第 6副部会長 三 輪 友 晴

相 談 役 伊 東 良 孝 相 談 役 本 間 鉄 夫 相 談 役 宮 沢 昌 典

平成10年 (36期) 平成11年 (37期) 平成12年 (38期)

会 長 稲 場 文 男 会 長 木 内 慎太郎 会 長 飯 田 正 幸 会 長 安 藤 栄 治 会 長 中 尾 嘉 男

副 会 長 中 尾 嘉 男 副 会 長 畑 稔 副 会 長 谷 口 正 四 副 会 長 中 尾 嘉 男 副 会 長 谷 口 正 四

副 会 長 大 串 希 昭 副 会 長 平 野 幹 雄 副 会 長 本 間 英 俊 副 会 長 大 串 希 昭 副 会 長 大 谷 真 市

事 務 局 長 大 谷 真 市 事 務 局 長 谷 口 正 四 事 務 局 長 福 田 紀 幸 事 務 局 長 佐 藤 誠 一 事 務 局 長 須 崎 幸 蔵

事 務 局 次 長 児 玉 有 史 事 務 局 次 長 本 間 英 俊 事 務 局 次 長 関 昭 次 事 務 局 次 長 宮 崎 博 好 事 務 局 次 長 坂 本 裕 人

事 務 局 次 長 伊 藤 雅 章 事 務 局 次 長 佐 藤 誠 一 事 務 局 次 長 石 田 武 事 務 局 次 長 奥 村 英 和 事 務 局 次 長 坂 東 勉

監 事 本 間 英 俊 監 事 佐 藤 茂 良 監 事 須 崎 幸 蔵 監 事 畑 稔 監 事 本 間 英 俊

監 事 谷 口 正 四 監 事 野 口 仁 監 事 山 口 良 治 監 事 伊 藤 雅 章 監 事 近 藤 義 男

第 1部 会 長 佐 藤 茂 良 第 1部 会 長 中 尾 嘉 男 第 1部 会 長 須 崎 幸 蔵 第 1部 会 長 須 崎 幸 蔵 第 1部 会 長 坂 上 政 敏

第 1副部会長 石 田 博 司 第 1副部会長 須 崎 幸 蔵 第 1副部会長 坂 上 政 敏 第 1副部会長 坂 上 政 敏 第 1副部会長 清 水 雅 則

第2部 会 長 加 賀 省 二 第2部 会 長 菊 池 吾 郎 第2部 会 長 安 藤 栄 治 第2部 会 長 杉 山 宏 司 第2部 会 長 近 藤 義 男

第2副部会長 菊 池 吾 郎 第2副部会長 佐 藤 誠 一 第2副部会長 遊 佐 紀 男 第2副部会長 飯 田 正 幸 第2副部会長 中 居 好 通

第3部 会 長 佐 藤 誠 一 第3部 会 長 野 口 仁 第3部 会 長 宮 崎 博 好 第3部 会 長 野 口 仁 第3部 会 長 渡 辺 教 浩

第3副部会長 閑 昭 次 第3副部会長 岡 田 征 男 第3副部会長 佐 藤 誠 一 第3副部会長 閑 昭 次 第3副部会長 三 輪 昌 博

第4部 会 長 福 田 紀 幸 第4部 会 長 福 田 紀 幸 第4部 会 長 大 串 希 昭 第4部 会 長 斎 藤 政 行 第4部 会 長 柵 木 隆 雄

第4副部会長 斎 藤 政 行 第4副部会長 斎 藤 政 行 第4副部会長 太 田 茂 樹 第4副部会長 柵 木 隆 雄 第4副部会長 太 田 茂 樹
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第30期事業報告(平成4年1月1日～12月31日) 第31期事業報告 (平成5年1月1日～12月31日) 第32期事業報告 (平成6年1月1日～12月31日) 第33期事業報告(平成7年1月1日～12月31日) 第34期事業報告(平成8年1月1日-12月31日)

1月23日㈹ 道東経済センター 54名 1月24日脚 十条会館2F大ホール 64名 1月22日(抄 道東経済センター 54名 1月22日C]) 国際交流センター 44名 1月21日C]) 釧路パシフィックホテル 35名

第30期定時総会を開催o会長に伊東良孝氏再選o 第31期定期総会を開催o会長に本間鉄夫氏新任○ 第32期定期総会を開催o会長に宮揮昌典氏o 藁 捷氏 …絹 等7%ga;Bf等欝 ,Aigi蔓藁 藁毒̂蔓 :;==華子Ts,77;,E3芸

2月15日仕)パシフィックホテル新館 73名 2月4日㈹ 道東経済センター 38名 2月3日㈹ 道東経済センタ- 39名

創立30周年記念式典 記念講演 他3月5日㈹道東経済センター 44名第4部会担当F我 は々本当に働き過ぎなのかj講師 労働基準監督署 次長 中島 秀司氏4月6日㈲ 道東経済センター 47名第1部会担当にのままでいいのか旧釧路川』5月7日㈹道東経済センター 49名第2部会担当FなるほどTHE946 裏話』6月5日㈱ 道東経済センター 37名第3部会担当F企業誘致の実態と課題 PAT Ⅰ』7月7日C相 ヒルトソプ 44名臨時総会開催8月6日㈹ パシフィックホテル 39名第4部会担当F人口20万人を割る日なにが起こる』9月7日㈲ 道東経済センター 37名第1部会担当Fリバーサイドの未来を創造する』アドバイザー都市開発部都市計画課 課長補佐飯田 克夫氏 事務局担当F釧路-今-転禍為福』講師 釧路商工会議所専務理事 木村 勲氏3月4日㈹ 道東経済センター 41名事務局担当Fあすなろクラブ.和を考える』4月2日絵) 道東経済センター 36名第1部会担当F今 問われる産業廃棄物の処理の行方.取り巻く環境』講師釧路市環境リサイクル担当参事米田 忠幸氏 事務局担当F釧路支庁の役割と課題j講師 釧路支庁地方部長 橋本英正氏3月4日㈲ 道東経済センター 42名第2部会担当F釧路あすなろクラブ､現在､過去､未来』ゲスト 釧路新聞社編集局長 横沢一夫氏

4月5日伏) 道東経済センター 34名第3部会担当F釧路市経済の概況と主要プロジェクト｣講師 釧路市助役 後藤敏夫氏5月10日C相 道東経済センタ- 32名第6部会担当F生き残りをかけて今.-3企業に見る､その戦略をさぐる!』6月3日㈲ 道東経済センタ- 38名第1部会担当F21世紀に豊かな自然を残すためにJ講師 北海道教育大学釧路校 教授 Fよりよいあすなろクラブを目指して』 帝国データバンク釧路支店長.境 垂昌氏5月9日C相 幣舞荘 25名 4月9日C相 道東経済センタ- 26名F特別会員制度についてJ F釧路を叱る』パネルディスカッション5月6日㈹ 道東経済センター 47名第4部会担当F健康について』6月3日㈹ 道東経済センター 45名第2部会担当Fエイズ110番』講師北海道釧路保健所大角 晃弘医師7月7日㈹ MOOピュアライオン 48名 鷲 .qwiZf"65%i:E3g fL?LtfWkTS&ii;T#j長…三… (agfijaTEifk36%墓芸喜欝jb要覧ii g英昭氏 ;;≡

事務局担当Fフリートーキングタイム18月3日㈹ 道東経済センター 44名第3部会担当Fスタッドレスタイヤと交通事故j9月2日㈹ 道東経済センター 30名第6部会担当F忘れた頃にやって来る災害』講師 釧路地方気象台技術課長山内 義敬氏10月7日㈹ 道乗経済センター 27名第5部会担当F無j-無について考える.11月6日仕)赤いベレー 29名管外研修F阿寒町の概要と現状｣ 神田 房行氏7月7日㈹ 道東経済センター 41名事務局担当Fあすなろ見本市』8月9日㈹道東経済センター 25名懇親例会 7月9日㈲ 生涯学習センター 26名8月7日㈲ 幣舞荘 31名 F地酒.福司の実力jF会則改正 の臨時総会j 福司酒造㈱代表.梁瀬誠也氏

10月6日㈹ 道東経済センター 39名 第4部会担当Fゴミの分別収集について』 9月10日CD大谷公園 17名 8月7日㈱ 苗園ビル.とん壱 22名

第2部会担当F釧路湿原の利用Jパネルデイスカツノヨン10月17日仕).18E]aj)川湯観光ホテル 27名管外研修 川湯､F釧路の将来について』講師 釧路市助役 森 貞雄氏11月6日雀) 道東経済センタ- 37名 講師 釧路市環境部 部長 米田忠幸氏9月6日CJd MOOプール 30名第5部会担当F服を着たままの水泳』10月1日仕) コンキリエ 28名管外研修F厚岸町の歴史と産業と観光』講師 厚岸町長 浮田 昭夫氏11月4日㈲ 道東経済センター 29名 鷲 敷 芸 *18:.讃 箆 姦 藤両氏より表芸/一
第3部会担当にんな考え方もあるよ｣ 講師 阿寒町長 月館 俊松氏 臨時総会 講師 日本銀汀釧路支店長 福田 仁司氏 F引継例創
12月6日脚 パシフィックホテル 新館 131名 12月4日仕) 十条会館2F大ホール 103名 12月4日CD 釧路パシフィックホテル 112名 12月3E]C]) 釧路パシフィックホテル 36名 12月1日00 釧路パシフィックホテル 30名
Ⅹmasパーティー Xmasパーティー Ⅹmasパーティー F家族グ)スマス例会l F家族クリスマス例会j

第35期事業報告(平成9年1月1日～12月31日) 第36期事業報告 (平成10年1月1日～12月31日)第37期事業報告 (平成11年1月1日-12月31日) 第38期事業報告(平成12年1月1日～12月31日) 第39期事業報告 (平成13年1月1日～12月31日)

1月19日(抄 釧路パシフィックホテル 35名 1月18日CD 釧路パシフィックホテル 38名 1月9日仕) 釧路プリンスホテル 35名 1月15日Ct) 釧路プリンスホテル 33名 1月13日Ct) パシフィックホテル 35名
第35期定期総会を開催 会長に稲揚文男氏 第36期定期総会を開催 会長に木内慎太郎氏 第37期定期総会を開催 会長に飯田正幸 氏 第38期定期総会を開催 会長に安藤栄治 氏 第39期定期総会を開催､会長に中尾嘉男氏

2月6日㈹ 生涯学習センター 27名 2月6日㈲ 案山子 36名 2月9日㈹ 釧路プリンスホテル 27名 襲撃襲撃琴賢ge(Sja芳賀等gEgf773望if至 芸 様 会≡ 吊 ,!35gBfagS誓書琴fg妻AAf蕪奉毒;蕪if;竿～ D;;8B貢

r我が人生｣ r釧路あすなろクラブへ物申すj及び送別会 rザツ税金J
釧路市教育委員会委員長 矢口正光氏 講師 今田 英三様 青木孝志 税理士事務所所長
3月23日CD 釧路パシフィックホテル 41名 3月6日㈱ 釧路プリンスホテル 33名 3月4日㈹ 釧路プリンスホテル 24名

創立35周年記念例会 F民意を道政にJ F救急救命J､ヽ′

4月8日C相 生涯学習センター 28名F石炭産業の現状と将来の展望J太平洋炭砿総務課長 菊池請則氏5月8日㈹ 生涯学習センター 32名F釧路の港を考える』6月6日㈱ 笛園ビル 34名 北海道議会議員 伊東 良孝会員4月7日C相 釧路プリンスホテル 25名F歴代会長のクラブ発展を共に歩んで』5月7日㈹ 釧路プリンスホテル 25名F活躍するグループを紹介J6月5日㈲ 釧路プリンスホテル 39名F綿貫釧路市長と語るJ釧路市長 綿貫 健輔様7月19日(抄 河畔公園 16名r家族野外レクレーションj8月7日㈲ MOO銀座ライオン 28名r夏のビール例会』9月8日㈹ 釧路プリンスホテル 27名『あすなろクラブ40周年に向けて 資料の保存と内規の作成について』10月17日仕).18日C])川場観光ホテル 24名『管外懇親例会』 釧路消防署 矢内達也氏.高杉 浩氏4月8日㈹ 釧路プリンスホテル 27名F会員スピーチ例会j5月13日㈹ 釧路パシフィックホテル 29名Fビール例会｣6月10日㈹ 釧路プリンスホテル 37名F暴力団と企業j釧路警察署 高橋永保氏7月8日㈹ 釧路プリンスホテル 24名rクラブ活動が半期を終えて仮決算と会食会』8月8日(梯 太平洋パークゴルフヒルトップ18名F家族レクレ-シヨン｣を開催9月11日仕)～9月12日(抄阿寒ホテルエメラルド 23名F一泊研修例会』10月7日㈹ 釧路プリンスホテル 21名r一度地獄を見た男』丸中釧路中央青果 寺前利彦氏11月4日㈹ 釧路プリンスホテル 32名

懇親例会 6月8日㈹ 釧路パシフィックホテル 38名 F幻想の世界オーロラに魅せられてJ
7月8日C/O 生涯学習センタ- 26名 rビール例会』 釧路市監査委員､柴崎光一氏
F国際社会における日本と釧路』 7月6日㈹ 釧路プリンスホテル 28名 7月6日徐) パシフィックホテル 41名
鈴木宗男 代議士 F第2部会 おおいに語る』 『ビール例会』

8月8日㈱ 生涯学習センター 29名r釧路町.釧路市の合併を考える｣9月6日Ct).7日CD 弟子屈町当別大鵬荘 15名管外研修10月7日C相 生涯学習センター 21名F釧路経済の現況と予測』帝国データバンク釧路支店長 伊藤辰男氏 鷺 FWg598Rf7gSgg,革ihを華#%T 車 1亘 等f if毒ES;喜寿Fsi悪 妻ingng芸55iSiP Xt#20;買

11月7日㈱ 生涯学習センター 25名 11月6日㈲ 釧路プリンスホテル 23名 rインターネットを実践してみよう｣
｢次期執行部への提案｣ F次期執行部への提案例会』 NTT東日本釧路支店部長 大滞哲夫氏
12月7日CD 釧路パシフィックホテル 33名 12月5日出 釧路プリンスホテル 35名 12月4日出 釧路プリンスホテル 29名
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実行副委員長 (式典担当) 泰 地

実行副委員長 (記念誌担当) 市 橋

監 査

//

事務局長

事務局次長

事務局

式典委員長

式典副委員長

式典委員

//

//

谷 口

大 谷

飯 田

佐 藤

須 崎

宮

安

=ヒ
ロ

揮

孝

信
捷

四

市

幸

一
蔵

典

良

秀

清

正

真

正

誠

幸

昌

ムロ'>
栄藤

口

藤

本

山

関

野

近

坂

杉

昭

義

裕

宏

男

次

仁
男

人

司

- 58 -

記 念誌 委員 長
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木 内 慎太郎
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E l E ) E l E ]
記念誌委員長 木 内 慎太郎

創立40周年という節 目に､記念式典 を行 う事が例会で決定 し､す ぐに実行委員会が設置され記念事

業の一環 として40周年記念誌を発刊する事 となりました｡その時点で私のクラブ記念誌20･30周年誌

に携わった経験がかわれ､記念誌委員長 との声が掛 りましたが､印刷業の私がそのまま委員長を引き

受けるのも蹟措いたしましたが､未熟乍 らお引受致 しました｡

今回､記念誌制作に当 り､大変スムーズな編集作業に入る事が出来たの も､歴代執行部の方々が､

20年前からの資料を､きちんと保管 し会報､写真類が整理されていたからで した｡心より感謝申し上

げます｡

しかし､潮って10年間の資料整理は､仕事が終ってからの限られた時間内でははかどらず､おのず

と各委員は､自宅にて原稿書 きの日々で した｡今回､私共が痛感 したのが文章を書 くむずか しさであ

り､文才のある最上 ･今田両先輩の英知 と御努力に改めて敬意を表 したいと思います｡

表紙の題字に付 きましては､書道家の近藤二堂先生に､記念題字をご依頼 し､華を添えて頂 きまし

た｡又､写真撮影は､佐藤 (惟)会員にお願い し種々ご苦労をお掛け致 しました｡尚､文中の誤記 ･

誤字等には各委員で校正を重ねましたが､何分のご寛容をお願い致 します｡

最後に､40周年記念誌が､会員皆様のクラブの歩みとして､又愛読書 として永 くお手許でご活用頂

けます事を祈念 し後記 と致 します｡

(文中における敬称は略させて頂 きました｡)
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